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竹
田
雑
感

 

〜
景
観
研
究
の
立
場
か
ら
〜
〈
４
〉

我
々
、
竹
田
調
査
に
参
加
す
る
景
観
研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
方
法

に
よ
っ
て
竹
田
の
ま
ち
を
観
察
し
、
そ
の
魅
力
を
如
何
に
記
録
す
る
の
か
日
々
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
て
い
る
。

　

農
業
井
路
を
中
心
と
し
た
竹
田
の
農
村
風
景
の
調
査
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
僕
は
、

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
「
物
事
の
細
部
か
ら
風
景
を
読
む
」
と
い
う
こ
と
を
試
み
て
き
た
。

昆
虫
を
虫
眼
鏡
で
覗
く
よ
う
に
、
風
景
と
い
う
生
き
も
の
の
細
部
を
じ
っ
く
り
観
察
し
、

ス
ケ
ッ
チ
に
描
き
留
め
る
の
で
あ
る
。
ど
ん
な
些
細
な
部
分
に
も
、
必
ず
物
語
が
潜
ん
で

い
る
。
そ
れ
が
そ
こ
に
在
る
こ
と
の
意
味
、
そ
う
あ
ら
し
め
た
人
々
の
意
志
、
そ
れ
を
可

能
に
し
た
技
術
… 

。
竹
田
の
風
景
を
知
る
た
め
の
カ
ギ
も
そ
ん
な
細
部
の
痕
跡
に
隠
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

　

例
え
ば
井
路
の
分
岐
点
に
沈
め
ら
れ
た
幾
つ
か
の
石
。
田
に
水
を
引
く
農
家
の
人
々
に

よ
っ
て
水
量
を
調
整
す
る
た
め
に
置
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
そ
れ
ら
の
石
は
、
水
の
分
配
を

め
ぐ
る
「
せ
め
ぎ
あ
い
」
が
や
わ
ら
か
な
形
と
し
て
現
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
幾
つ
か
の
細
部
に
現
れ
る
人
と
自
然
、
或
い
は
人
と
人
と
の
「
せ
め
ぎ
あ
い
」

の
形
が
、
竹
田
で
は
特
に
際
立
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

　

蓮
根
状
の
特
異
な
空
間
構
造
を
持
っ
た
ま
ち
や
、
複
雑
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
井
路
網
に

現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
激
し
く
入
り
組
ん
だ
地
形
や
手
強
い
自
然
が
、
人
々
に
簡
単
に
土

地
を
開
か
せ
て
く
れ
な
か
っ
た
分
、
竹
田
で
は
、「
せ
め
ぎ
あ
い
」
の
様
々
な
形
が
育
ま
れ

て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

近
現
代
の
巨
大
な
技
術
力
に
よ
り
人
間
は
、
主
体
的
に
自
然
に
関
わ
り
続
け
る
こ
と
の

煩
わ
し
さ
や
喜
び
と
引
き
換
え
に
、
自
然
を
征
服
す
る
こ
と
で
、
暮
ら
し
よ
い
町
を
つ
く

っ
て
き
た
が
、
竹
田
の
随
所
に
み
ら
れ
る
「
せ
め
ぎ
あ
い
」
の
形
が
、
そ
れ
と
は
一
風
異

な
る
の
は
、
自
然
と
人
間
の
ど
ち
ら
か
一
方
が
勝
っ
た
姿
で
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
対
立
の

先
に
あ
る
「
協
調
」
の
姿
と
し
て
立
ち
現
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

井
路
は
単
な
る
水
路
網
と
し
て
の
機
能
を
越
え
、
人
々
の
知
恵
が
凝
縮
さ
れ
た
「
せ
め

ぎ
あ
い
」
の
場
と
し
て
数
珠
の
よ
う
に
連
な
る
こ
と
で
、
竹
田
文
化
の
大
き
な
文
化
的
基

盤
を
な
す
。
我
々
の
調
査
の
意
義
は
、
そ
ん
な
数
珠
の
玉
を
一
粒
一
粒
、
細
部
か
ら
丁
寧

に
読
み
解
き
、
現
代
的
価
値
の
中
で
も
う
一
度
、
繋
ぎ
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

東
京
大
学
景
観
研
究
室
修
士
課
程
２
年　

西　

村　

祐　

人

　拝田原から竹田の市街地に続く水路（市街地導水路）。総合運動公
園ができる前は、険しい山間を抜けながら、おそらくひっそりと流れ
ていたに違いない。こじんまりと跨ぐ「山手橋」という名の石橋は、
迷宮に向かう水流の行方をいつまでも見守っている。
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し　　　き　　 さ　い　　　　　　そ　　　　　　　　　　 ふ　る　 さ　と

日本一の桜街道をめざす南河内自治会の挑戦

↑満開の桜街道を夢みて記念植栽式。左が佐藤会
　長、右が首藤市長。

↑ピンクの花びらが特徴の品種「陽光」を植栽（南
　河内の河川敷）

↑この日を忘れない。植栽式後に記念撮影。

　やわらかな早春の光差込む荻町南河内の谷。2 月 28 日、南河内
自治会を運営母体とする南河内桜並木街道をつくる会（佐藤精治自
治会長・24 名）が、国の経済危機対策臨時交付金を活用し、日本
一の桜の谷の実現を図るため、1,300 本の桜の苗木の植栽式が行わ
れました。
　この地区では平成 2 年 7 月 9 月に豊肥大水害が襲い、かけがえの
ない自然が失われてしまい、長く住み慣れた場所をやむなく離れる
人が後を絶ちませんでした。後に河川災害復旧工事で、滝水川の両
岸に河川道路が整備されました。
　平成 17 年にも尊い人命が奪われる土砂災害が発生しました。そ
の悲しみを乗り越えた南河内自治会では、地域復興と鎮魂の祈りも
込め『ほたる祭り』をはじめ、菜の花を植えたり彼岸花を育てたり
するなど、これまで多くの地域おこしの取り組みを行い、住民が一体
となって、ホタルの住める里づくりの環境啓発を促進してきました。
　暖かくなるとホタルの幼虫はサナギになるために、雨の降る夜に
水の中から出て陸に上がります。たくさんの幼虫が光を放ちながら
進む上陸行動は、この地区の再生を象徴する神秘的な光景（シーン）
です。
　また、15 センチ程のサンショウウオも発見されました。希少な
生態系の復活は、まさしく地域再生への象徴です。
　今回は、ふるさとの環境を守り、なごみの空間を作ることを目的
として、市道平原線など 3 路線 7,200 メートルと河川沿いに、てん
ぐ巣病に強いといわれる品種の「陽光」（1,000 本）や「八重」（300
本）などの苗木をまる 1 日かけて植栽しました。
　南河内自治会の佐藤精治会長は「5 年、10 年が経って、桜並木の
艶やかな風景を楽しみにしている。地域の皆にとっては、満開の桜
を見るまでは…と生きがいや励みにもなっている。
　我が故郷が季節をおって、四季の色

い ろ

彩に染まる。それが一番の楽
しみ。」と目を細めていました。
　満開の桜に酔う春、蛍が乱舞する夏、咲き競う彼岸花と出会える
秋…。四季を通じた南河内の魅力が、ふるさと竹田の輝きとなって、
全国に発信される日は、そう遠くないことでしょう。
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内
に
豊
か
に
、
外
に
名
高
く

平
成
22
年
度
竹
田
市
一
般
会
計
の
提
案
（
抜
粋
）

  

本
市
は
、
市
民
と
の
「
あ
っ
た
か
対

話
行
政
」
を
通
じ
て
、
Ｔ
Ｏ
Ｐ
運
動

で
展
開
さ
れ
て
い
る
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
む
た
め
、「
内
に
豊
か

に
、
外
に
名
高
く
」
を
基
本
理
念
に

平
成
22
年
度
当
初
予
算
編
成
を
行
い

ま
し
た
。

　
「
目
標
が
な
け
れ
ば
チ
ャ
ン
ス
が

見
え
な
い
、
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
け
れ
ば

決
断
が
で
き
な
い
」
こ
の
言
葉
を
胸

に
刻
み
、
徹
底
的
な
事
務
事
業
の
見

直
し
と
、
組
織
・
機
構
の
簡
素
化
・

効
率
化
等
に
よ
る
行
財
政
改
革
を
推

進
し
、
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

新
年
度
の
主
な
新
規
事
業
、
重
点

事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
説
明

し
ま
す
。

  

農
村
再
生

　

農
村
回
帰
支
援
事
業
を
本
格
的
に

推
進
し
、
担
い
手
の
確
保
と
育
成
を

図
り
、
消
費
者
に
安
全
・
安
心
・
健

康
な
農
産
物
・
加
工
品
を
提
供
で
き

る
農
業
の
ブ
ラ
ン
ド
化
及
び
知
産
知

消
に
取
り
組
み
、
地
場
素
材
を
使
っ

た
商
品
開
発
の
で
き
る
施
設
の
整
備
、

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
挑
戦
、
高
齢

化
す
る
農
業
者
が
元
気
で
営
農
活
動

が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
ま
す
。

　

流
通
販
路
の
開
拓
、
つ
ま
り
「
流

通
革
命
」
を
い
か
に
し
て
実
現
す
る

か
と
い
う
大
命
題
に
向
け
て
立
ち
上

げ
た
農
村
商
社
は
、
農
産
品
、
加
工

品
も
含
め
た
竹
田
ブ
ラ
ン
ド
の
全
国

流
通
、
農
村
経
済
を
更
に
広
範
に
強

化
な
も
の
に
す
る
と
い
う
戦
略
を
基

軸
に
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
を
展
開

し
ま
す
。
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、

東
京
都
品
川
区
の
中
延
商
店
街
と
の

流
通
協
定
に
よ
り
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

カ
ボ
ス
な
ど
流
通
戦
略
を
東
北
地

域
に
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
も
視
野
に

入
れ
、
仙
台
事
務
所
長
や
東
京
事
務

所
長
な
ど
全
国
に
任
命
し
た
マ
ン
パ

ワ
ー
を
更
に
充
実
、
拡
大
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

　
「
道
の
駅
す
ご
う
」、「
道
の
駅
竹

田
」、「
農
産
物
加
工
所
」
な
ど
の
整

備
を
行
い
、
農
業
に
夢
を
持
て
る
事

業
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

肉
用
牛
の
生
産
振
興
を
図
る
た
め

の
「
肉
用
牛
振
興
基
金
」
の
設
置
や

椎
茸
種
駒
や
キ
ク
ラ
ゲ
種
駒
の
購
入

助
成
、
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事

業
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

を
は
じ
め
、
県
営
土
地
改
良
事
業
、

耕
作
放
棄
地
解
消
・
発
生
防
止
基
盤

整
備
事
業
及
び
農
地
有
効
利
用
支
援

整
備
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

  

観
光
力

　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
通
じ
た

観
光
戦
略
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
の
中
で
浮

き
彫
り
と
な
っ
た
竹
田
市
の
観
光
の

方
向
性
を
確
認
す
る
中
で
、
花
水
月

を
核
に
商
工
観
光
課
や
ツ
ー
リ
ズ
ム

協
会
、
活
性
化
協
議
会
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
持
つ
事
業
を

一
元
化
し
、
商
工
振
興
や
情
報
発
信

機
能
を
強
化
し
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
に
開
通
す
る
九
州
新

幹
線
の
熊
本
乗
り
入
れ
を
活
用
し
た

阿
蘇
く
じ
ゅ
う
観
光
圏
の
観
光
動
線

強
化
に
よ
る
地
域
連
携
、
阿
蘇
く
じ

ゅ
う
ゆ
る
っ
と
博
地
域
パ
ビ
リ
オ
ン

事
業
な
ど
の
推
進
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

市
道
宮
原
米
賀
線
を
は
じ
め
市
道

城
原
線
、
市
道
吉
野
鶴
線
、
市
道
岡

城
線
な
ど
の
道
路
新
設
改
良
事
業
や

竹
田
玉
来
線
改
良
事
業
や
県
道
改
良

事
業
等
の
負
担
金
事
業
の
継
続
、
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
に
よ
る
街
並

み
整
備
を
推
進
、
稲
葉
ダ
ム
周
辺
の

公
園
整
備
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

２
複
式
と
な
る
市
内
５
小
学
校
に

複
式
学
級
配
置
臨
時
講
師
を
配
置
し

ま
す
。
発
達
障
害
の
あ
る
児
童
・
生

徒
の
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、
市

内
小
学
校
12
校
、
市
内
中
学
校
４
校

に
そ
れ
ぞ
れ
特
別
支
援
教
育
支
援
員

を
配
置
、
竹
田
南
部
中
学
校
の
校
舎

増
築
等
を
行
い
ま
す
。

  

城
下
町
再
生

　

岡
藩
七
万
石
の
歴
史
を
汲
む
城
下

町
が
、
２
０
１
２
年
に
４
０
０
年
を

迎
え
ま
す
。
エ
コ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

構
想
と
し
て
、
城
下
町
再
生
と
周
辺

部
対
策
の
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
歴

史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
の
認
定
を

受
け
「
歴
史
的
環
境
形
成
総
合
支
援

事
業
」
を
核
と
し
て
、
各
種
支
援
事

業
を
展
開
し
ま
す
。

　
「
国
際
人
・
廣
瀬
武
夫
に
今
、
学
ぶ

べ
き
も
の
」
と
題
し
て
、
本
年
10
月

に
嚶お

う
め
い鳴

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

先
人
の
偉
業
を
通
し
て
「
ま
ち
づ
く

り
、
人
づ
く
り
、
心
そ
だ
て
を
進
め
、

歴
史
を
活
か
し
た
ふ
る
さ
と
づ
く

り
」
を
行
い
ま
す
。

  

地
域
福
祉

　

国
の
「
子
ど
も
手
当
」
の
創
設
に

よ
る
予
算
措
置
を
は
じ
め
、
子
育
て

し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

放
課
後
健
全
育
成
事
業
や
地
域
子
育

て
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

障
が
い
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
や

社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
出
来
る
よ

う
支
援
し
ま
す
。
就
学
前
ま
で
の
乳

幼
児
医
療
に
つ
い
て
、
市
単
独
の
助

成
を
行
う
ほ
か
、
妊
婦
健
診
の
公
費

負
担
の
回
数
拡
大
や
不
妊
治
療
に
助

成
を
行
い
ま
す
。

　

旧
焼
却
施
設
の
解
体
を
含
む
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
及
び
浄

化
槽
整
備
事
業
な
ど
の
推
進
を
図
り

ま
す
。

　

雇
用
環
境
が
厳
し
い
状
況
下
、
雇

用
の
継
続
性
の
確
保
や
雇
用
機
会
を

創
出
す
る
「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特

別
交
付
金
事
業
」
を
推
進
し
ま
す
。

　

地
域
交
通
の
維
持
確
保
事
業
と
し

て
、
バ
ス
路
線
の
廃
止
に
伴
う
公
共

交
通
の
確
保
、
交
通
弱
者
の
生
活
利

便
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

今
、
時
代
は
ま
さ
に
デ
フ
レ
ス
パ

イ
ラ
ル
の
渦
中
に
あ
り
ま
す
が
、
肝

要
な
こ
と
は
、
諦
め
の
妥
協
に
沈
む

の
で
は
な
く
、
こ
の
難
局
に
ど
う
順

応
し
て
い
く
か
。
つ
ま
り
足
元
を
し

っ
か
り
見
つ
め
な
が
ら
、
飛
躍
へ
の

体
力
を
蓄
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、

今
一
番
大
切
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
妥
協
よ
り
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平成22年度予算をお知らせします

一般会計当初予算総額は

164億680万円
発展のための首藤市政2年目 平成22年度のまちづくりがスタート!
　一般会計予算は、総額 164 億 680 万円で、昨年 4 月の市長選挙後の肉付け予算である平成 21 年度 6 月補正後の予算
額 181 億 7,191 万 2 千円と比較すると、9.7% の減額となっています。
　内容については、地方分権型社会の実現に向けた基礎自治体の自立、市民とのあったか対話行政を通じて、TOP 運動で
展開されている重点プロジェクトに積極的に取り組むための予算となっています。
　歳入予算では、自主財源である市税は 2.2% の減となります。厳しい地方財政を反映して、過去最高の地方交付税措置
となっているにもかかわらず、財源不足を補うために財政調整基金から5億6,405万円もの繰入を行うなど、厳しい予算
編成となっています。
　一方歳出予算では、義務的経費である人件費と公債費については抑制できたものの、扶助費については毎年の給付額は
伸びている状況です。また、公用・公共施設についても、施設の老朽化等により維持管理費が年々増加する傾向にあります。
　厳しい財政状況ではありますが、平成 22 年度も計画的・効率的な予算執行に努め、市民の皆様のニーズに応えられる
財政運営をして参ります。

歳　入　　
区　　　分 予　算　額 構成比

市　　　　　　　 税 18 億 5,675 万円 11.3 %
地 方 譲 与 税 3 億円 1.8％
利 子 割 交 付 金 500 万円 0.0％
配 当 割 交 付 金 100 万円 0.0％
株式等譲渡所得割交付金 50 万円 0.0％
地 方 消 費 税 交 付 金 2 億 3,000 万円 1.4％
ゴルフ場利用税交付金 1,000 万円 0.1％
自 動 車 取 得 税 交 付 金 6,000 万円 0.4％
地 方 特 例 交 付 金 4,000 万円 0.2％
地 方 交 付 税 79 億円 48.2％
交通安全対策特別交付金 500 万円 0.0％
分 担 金・ 負 担 金 3 億 3,149 万円 2.0％
使 用 料・ 手 数 料 3 億 4,449 万円 2.1％
国 庫 支 出 金 14 億 6,945 万円 9.0％
県 支 出 金 15 億 9,912 万円 9.8％
財 産 収 入 6,318 万円 0.4％
寄 附 金 188 万円 0.0％
繰 入 金 6 億 5,920 万円 4.0 ％
諸 収 入 2 億 1,504 万円 1.3 ％
地 方 債 13 億 1,470 万円 8.0 ％

合　　　　　計 164 億 680 万円 100.0％

※構成比は、小数点第 1 位以下は四捨五入

歳　出（目的別）
区　　　分 予　算　額 構成比

議 会 費 1 億 8,850 万円 1.1％
総 務 費 25 億 707 万円 15.3％
民 生 費 40 億 1,705 万円 24.5％
衛 生 費 11 億 5,613 万円 7.0％
労 働 費 1 億 6,164 万円 1.0％
農 林 水 産 業 費 17 億 1,739 万円 10.5％
商 工 費 3 億 5,142 万円 2.1％
土 木 費 8 億 8,331 万円 5.4％
消 防 費 6 億 5,091 万円 4.0％
教 育 費 14 億 8,110 万円 9.0％
災 害 復 旧 費 5 億 452 万円 3.1％
公 債 費 27 億 6,776 万円 16.9％
予 備 費 2,000 万円 0.1％

合　　　　　計 164 億 680 万円 100.0％

歳　出（性質別）
区　　分 予　算　額 対前年度増減額（※） 構成比

人 件 費 40 億 2,491 万 △ 2 億 7,778 万円 24.5％
物 件 費 24 億 431 万円 2 億 4,785 万円 14.7％
維 持 補 修 費 6,845 万円 △ 29 万円 0.4％
扶 助 費 18 億 5,928 万 2 億 1,355 万円 11.3％
補 助 費 等 17 億 9,252 万 △ 1,694 万円 10.9％
公 債 費 27 億 6,769 万 △ 9,824 万円 16.9％
積 立 金 4 億 3,498 万円 1 億 9,636 万円 2.7％
貸 付 金 375 万円 △ 1 億 5,825 万円 0.0％
繰 出 金 12 億 3,447 万 △ 1,758 万円 7.5％
普通建設事業費 12 億 9,192 万 △ 18 億 5,058 万円 7.9％
災害復旧事業費 5 億 452 万円 △ 321 万円 3.1％
予 備 費 2,000 万円 0 0.1％
合 計 164億 680万円 △ 17 億 6,511 万円 100.0％

※対前年度増減額は、平成 21 年度当初予算が市長選挙により骨
　格予算で編成していたため、肉付け予算の6月補正後の予算と
　比較しています。

市税内訳
市 民 税 7 億 6,314 万円
固 定 資 産 税 8 億 7,003 万円
軽 自 動 車 税 7,080 万円
市 た ば こ 税 1 億 1,072 万円
入 湯 税 2,059 万円
都 市 計 画 税 2,147 万円
合 計 18 億 5,675 万円
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竹田市をより発展させるための重点事業
事　　　　業　　　　名 事　業　費

・空飛ぶ百人プロジェクト 30 万円
・コミュニティ交通維持事業 2,860 万円
・嚶鳴フォーラム事業 437 万円
・TOP 懇談会、TOP ミーティング開催事業 9 万円
・TOP 地域学推進事業 299 万円
・大学交流連携活性化事業 184 万円
・地域づくり推進費（元気づくり支援事業補助金） 450 万円
・農村回帰支援事業 978 万円
・一般管理費（ケーブルネットワーク事業） 1 億 6,978 万円
・在宅介護支援事業費 1,106 万円
・高齢者生活支援事業 241 万円
・子ども手当給付事業費 2 億 9,693 万円
・休日夜間診療等委託事業 600 万円
・自殺予防対策強化事業 156 万円
・道の駅管理費 1,108 万円
・農業後継者対策費 2 万円
・竹田市肉用牛生産プロジェクト会議補助金 50 万円
・肉用牛振興基金 450 万円
・観光客誘致対策事業委託料 250 万円
・認定観光ガイド・観光タクシー養成事業 45 万円
・阿蘇くじゅうゆるっと博地域パビリオン 130 万円
・地域観光ブランド化推進事業委託料 525 万円
・竹田温泉施設花水月運営管理費 5,787 万円
・都市計画マスタープラン作成業務委託 550 万円
・複式学級配置臨時講師 1,162 万円
・特別支援教育支援員（小学校） 1,416 万円
・特別支援教育支援員（中学校） 480 万円
・特別支援教育支援員（幼稚園） 240 万円
・教育支援センター「サフラン」専任指導員 71 万円
・竹田総合地域学センター事業 208 万円
・歴史的風致維持向上計画策定事業 89 万円
・歴史資料館特別展示 186 万円
・学校給食調理配送業務委託料 7,705 万円

平成 22年度特別会計当初予算
会　　　　計　　　　名 予　算　額

同和対策事業特別会計 150 万円
こども診療所特別会計 4,280 万円
畜産開発事業特別会計 1,284 万円
長湯温泉療養文化館特別会計 5,137 万円
国民健康保険特別会計 39 億 5,055 万円
老人保健特別会計 542 万円
後期高齢者医療特別会計 4 億 678 万円
介護保険特別会計 30 億 7,994 万円
簡易水道事業特別会計 2 億 4,965 万円
農業集落排水事業特別会計 1 億 3,605 万円
浄化槽整備推進事業特別会計 2 億 430 万円
国民宿舎久住高原荘事業特別会計 3 億 2,613 万円
国民宿舎直入荘事業特別会計 7,880 万円

平成 22年度水道事業会計当初予算
区　　　　　分 予　算　額

収益的収入（水道料金など） 1 億 9,125 万円

収益的支出
　　（水道水供給に要した費用） 1 億 8,080 万円

資本的収入（工事負担金など） 364 万円

資本的支出
　　（建設改良費や借入金の返済） 7,906 万円

　用語解説
●一般会計
　市民の暮らしにもっとも深い関わりがある会計で、市が行
う仕事の基本的な経費を中心に予算計上されています。
●特別会計
　特定の事業を行う場合、特定の収入を特定の支出に充て、
一般会計と区別して整理する会計です。
●水道事業会計
　地方公営企業法に基づいた独立採算の公営企業で、竹田地
域の一部に上水道を供給しています。
●骨格予算
　市長の選挙などにより政策的な判断ができにくいときに、
政策的経費等の計上を避け、義務的経費等必要最小限度の経
費を計上する予算です。
●肉付け予算
　骨格予算に政策的経費や新規事業費等を加える補正予算で
す。
●物件費
　賃金、旅費、交際費、需用費など消費的性質をもつ経費です。
●扶助費
　社会保障制度の一環として、高齢者、児童、障がい者など
に対して行う支援のための経費です。

　生活保護費、障害者福祉費、児童措置費、子ども手当て、
保育所運営費、重度心身障害者医療費、乳幼児医療費などが
あります。
●公債費
　市の借金などを償還するための経費です。
●補助費等
　市から各種団体に対する助成金や、民間に対して支払われ
る経費などのことです。講師に対する謝礼、各種団体への補
助金、市に課せられる税の支払いなどがあります。
●繰出金
　一般会計、特別会計、基金との間で相互に支出される経費
のことです。
●繰上充用金
　会計年度経過後、その会計年度の歳入が歳出に不足する場
合、翌年度の歳入を繰り上げて、その年度の歳入に充てる経
費です。
●普通建設事業費
　道路、橋、学校、庁舎など公共用または公用施設 ( 資産 ) を
新設・増設するために必要な経費のことです。
●財政調整基金
　年度間の財源の不均衡を調整するための積立金です。

↑「空飛ぶ 100 人プロジェクト」
　ふるさと竹田のすばらしさを空から体感します。
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4月1日から市役所の組織が新しくなります
　企画情報課の「地域振興係」が「文化・地域振興室」へ、「農村回帰推進係」が「農村回帰推進室」へ名
称変更します。「ケーブルネットワーク推進室」は、本格稼動に伴い「ケーブルネットワークセンター」と
して独立します。「こども診療所」を健康増進課の所管として表示しました。「竹田温泉花水月」は、商工観
光課の所管に変わります。「工事検査課」は、市役所全体の入札を一括して行うことに伴い、「入札・検査課」
に名称変更します。荻・久住・直入の各支所の組織を「いきいき市民課」と「産業建設課」の 2課に再編し
ます。「歴史資料館」は、文化財課の所管へ変わります。
●お問い合せ　市総務課行政改革推進室　☎ 63-1111（内線 214）

市　長

副市長 総務課
行政改革推進室

企画情報課
文化・地域振興室
農村回帰推進室

ケーブルネットワークセンター
財政課
税務課
市民課
保険課
 健康増進課

こども診療所
環境衛生課

清掃センター
衛生センター
浄光園

人権・同和対策課
福祉事務所

養護老人ホーム南山荘
保育所（竹田・荻・白丹）

農政課
畜産振興室

農林整備課
商工観光課

竹田温泉「花水月」
竹田市野外活動施設
瀧廉太郎記念館

建設課
入札・検査課
荻支所

いきいき市民課
産業建設課

久住支所
いきいき市民課
産業建設課

国民宿舎久住高原荘
直入支所

いきいき市民課
産業建設課

長湯温泉療養文化館
「御前湯」
国民宿舎直入荘

会計管理者 ─ 会計課
 荻分室
 久住分室
 直入分室

教育委員会
　教育長 総務課

学校教育課
幼稚園
 小学校
中学校

生涯学習課
 B&G 直入海洋センター

文化財課
 文化財管理センター
歴史資料館

中央公民館
佐藤義美記念館

分　　館
荻公民館

荻みらい館
柏原公民館

久住公民館
 都野公民館
白丹公民館

直入公民館
竹田中央学校給食共同調理場

久住学校給食共同調理場
直入学校給食共同調理場

図書館
文化会館

消　防
　消防長 消防本部

庶務課
　  警防課
　  消防署

本　　署
久住分署

議　　会 ──────── 事務局
監査委員 ──────── 事務局
固定資産評価審査委員会 ─ 事務局
公平委員会
選挙管理委員会 ───── 事務局

 荻支局
久住支局
直入支局

農業委員会 ─────── 事務局
水道事業 ──────── 水道課
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市
民
課
に
、
荻
支
所
の
農
業
振
興
室

及
び
建
設
課
を
荻
支
所
産
業
建
設
課
に
、
久
住
・

直
入
支
所
の
商
工
観
光
室
及
び
産
業
建
設
課
を

久
住
・
直
入
支
所
の
産
業
建
設
課
に
そ
れ
ぞ
れ

読
み
替
え
る
。

　
【
４
月
１
日
付
（　

）
内
は
旧
役
職
】 

■
課　

長

▽
総
務
課
長
兼
行
政
改
革
推
進
室
長
（
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
長
兼
Ｂ
＆
Ｇ
直
入
海
洋
セ
ン

タ
ー
所
長
）
佐
々
木
成
二
▽
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
長
（
教
育
委
員
会
竹
田
中
央

学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
兼
久
住
・
直
入
学
校

給
食
共
同
調
理
場
長
）
麻
生
宗
洋
▽
市
民
課
長

（
直
入
支
所
市
民
生
活
課
長
兼
会
計
課
直
入
分

室
長
）
清
田
武
重
▽
健
康
増
進
課
長
（
企
画
情

報
課
参
事
兼
竹
田
温
泉
花
水
月
館
長
）
藪
亀
洋

一
▽
人
権
・
同
和
対
策
課
長
（
直
入
支
所
産
業

建
設
課
長
）
工
藤
省
治
▽
福
祉
事
務
所
長
（
荻

支
所
地
域
振
興
室
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
荻
支

局
次
長
）
後
藤
誠
▽
養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
山
荘

長
（
福
祉
事
務
所
次
長
兼
生
活
保
護
係
長
）
大

石
健
市
▽
農
政
課
参
事
兼
畜
産
振
興
室
長
（
久

住
支
所
商
工
観
光
振
興
室
長
）
渡
辺
英
治
▽
商

工
観
光
課
長
兼
野
外
活
動
施
設
所
長
兼
瀧
廉
太

郎
記
念
館
館
長
兼
竹
田
温
泉
花
水
月
館
長
（
企

画
情
報
課
長
補
佐
兼
農
村
回
帰
推
進
係
長
）
木

下
郁
雄
▽
建
設
課
長
（
建
設
課
長
補
佐
兼
道
路

河
川
係
長
）
阿
南
智
博
▽
会
計
管
理
者
兼
会
計

課
長
（
教
育
委
員
会
総
務
課
長
補
佐
兼
総
務
係

長
）
阿
南
茂
▽
荻
支
所
長
（
市
民
課
長
兼
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
長
）
白
石
健
一
▽
荻
支
所

い
き
い
き
市
民
課
長
兼
会
計
課
荻
分
室
長
兼
選

挙
管
理
委
員
会
荻
支
局
長
（
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
次
長
）
佐
藤
元
比
古
▽
荻
支
所
産
業
建

設
課
長
（
久
住
支
所
産
業
建
設
課
長
）
吉
野
修

一
▽
久
住
支
所
長
（
久
住
支
所
市
民
生
活
課
長

兼
会
計
課
久
住
分
室
長
）
内
田
賢
一
▽
久
住
支

所
い
き
い
き
市
民
課
長
兼
会
計
課
久
住
分
室
長

兼
選
挙
管
理
委
員
会
久
住
支
局
長
（
荻
支
所
市

民
生
活
課
長
兼
会
計
課
荻
分
室
長
）
工
藤
久
憲

▽
久
住
支
所
産
業
建
設
課
長
（
荻
支
所
建
設
課

長
）
後
藤
昭
一
▽
直
入
支
所
長
（
農
業
委
員
会

事
務
局
長
）
志
賀
義
治
▽
直
入
支
所
い
き
い
き

市
民
課
長
兼
会
計
課
直
入
分
室
長
兼
選
挙
管
理

委
員
会
直
入
支
局
長
（
市
民
課
長
補
佐
兼
市
民

係
長
）
田
原
千
寿
子
▽
直
入
支
所
産
業
建
設
課

長
兼
長
湯
温
泉
療
養
文
化
館
御
前
湯
館
長
兼
国

民
宿
舎
直
入
荘
長
（
直
入
支
所
商
工
観
光
振
興

室
長
）
大
久
保
教
義
▽
教
育
委
員
会
総
務
課
長

兼
図
書
館
長
（
総
務
課
長
補
佐
兼
行
政
係
長
）

甲
斐
健
三
▽
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長
兼
Ｂ

＆
Ｇ
直
入
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
（
建
設
課
長
補

佐
兼
道
路
管
理
係
長
）
阿
南
靖
弘
▽
教
育
委
員

会
文
化
財
課
長
兼
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長

兼
歴
史
資
料
館
長
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

長
補
佐
兼
教
育
係
長
）
吉
野
健
一
▽
教
育
委
員

会
中
央
公
民
館
長
兼
文
化
会
館
長
兼
佐
藤
義
美

記
念
館
長
（
教
育
委
員
会
中
央
公
民
館
次
長
兼

文
化
会
館
次
長
）
藤
原
誠
一
▽
教
育
委
員
会
竹

田
中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
兼
久
住
・
直

入
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
（
商
工
観
光
課
長

兼
野
外
活
動
施
設
所
長
兼
瀧
廉
太
郎
記
念
館
館

長
）
甲
斐
政
徳
▽
議
会
事
務
局
長
（
福
祉
事
務

所
長
）
佐
田
亨
▽
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
・

監
査
事
務
局
長
（
直
入
支
所
地
域
振
興
室
長
兼

選
挙
管
理
委
員
会
直
入
支
局
次
長
）
那
須
英
俊

▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長
（
議
会
事
務
局
次
長

兼
議
事
係
長
）
吉
野
冨
士
男
▽
水
道
課
長
（
工
事

検
査
課
長
補
佐
兼
工
事
検
査
係
長
）
工
藤
三
郎

■
課
長
補
佐

▽
総
務
課
長
補
佐
兼
行
政
係
長
（
総
務
課
行
政

改
革
推
進
室
長
補
佐
）
佐
藤
洋
介
▽
総
務
課
長

補
佐
兼
秘
書
広
報
係
長
（
福
祉
事
務
所
福
祉
係

副
市
長
就
任
（
４
月
１
日
付
）

副
市
長　

梅う
め

木き　
　

純じ
ゅ
ん　

○
生
年
月
日　

昭
和
28
年
２
月
15
日
（
57
歳
）

○
経
歴　

早
稲
田
大
学
卒
業

　
　
　
　

大
分
県
日
田
県
税
事
務
所
長

　
　
　
　

大
分
県
会
計
管
理
局
用
度
管
財
課
長

　
「
県
の
職
員
と
し
て
培
っ
た
知
識
・
経
験
を

生
か
し
、
全
力
で
市
長
を
支
え
る
と
と
も
に
、

竹
田
市
の
発
展
の
た
め
微
力
な
が
ら
尽
力
す
る

所
存
で
す
。」

平
成
22
年
度
竹
田
市
人
事
異
動
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長
）
倉
原
邦
夫
▽
企
画
情
報
課
農
村
回
帰
推
進

室
長
（
総
務
課
長
補
佐
兼
秘
書
広
聴
係
長
）
後

藤
芳
彦
▽
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

次
長
（
直
入
支
所
商
工
観
光
室
長
補
佐
兼
温
泉

療
養
文
化
館
館
長
）
佐
東
龍
二
▽
財
政
課
長
補

佐
兼
管
財
係
長
（
財
政
課
管
財
係
長
）
大
谷
恭

一
▽
税
務
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
（
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
直
入
教
育
係
長
兼
直

入
公
民
館
長
兼
直
入
学
校
給
食
共
同
調
理
場
次

長
）
後
藤
光
博
▽
税
務
課
長
補
佐
兼
資
産
係

長
（
税
務
課
課
税
係
長
）
相
馬
隆
英
▽
市
民
課

長
補
佐
兼
市
民
係
長
（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
選
挙
係
長
）
小
大
塚
実
▽
環
境
衛
生
課
長
補

佐
兼
生
活
排
水
係
長
（
税
務
課
長
補
佐
兼
管
理

係
長
）
吉
良
喜
久
男
▽
人
権
・
同
和
対
策
課
長

補
佐
兼
人
権
・
同
和
対
策
係
長
（
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
係
長
）
原
田

敏
治
▽
福
祉
事
務
所
次
長
兼
子
育
て
支
援
係
長

（
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係
長
）
岩
本
郁
▽

福
祉
事
務
所
次
長
兼
白
丹
保
育
所
長
（
福
祉
事

務
所
次
長
兼
都
野
保
育
所
長
）
岩
下
久
美
▽
養

護
老
人
ホ
ー
ム
南
山
荘
次
長
兼
管
理
係
長
（
税

務
課
資
産
係
長
）
井
上
隆
明
▽
農
政
課
長
補
佐

兼
営
農
係
長
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長
補

佐
兼
荻
教
育
係
長
）
大
塚
幸
憲
▽
農
政
課
長
補

佐
兼
農
業
振
興
係
長
（
教
育
委
員
会
中
央
公
民

館
係
長
）
吉
野
憲
之
▽
農
政
課
長
補
佐
兼
林
業

振
興
係
長
（
農
政
課
長
補
佐
兼
農
業
振
興
係
長
）

荒
巻
英
俊
▽
農
林
整
備
課
長
補
佐
兼
農
村
計
画

係
長
（
久
住
支
所
産
業
建
設
課
長
補
佐
）
秦
博

典
▽
農
林
整
備
課
長
補
佐
兼
地
籍
調
査
係
長

（
建
設
課
長
補
佐
兼
ダ
ム
・
高
規
格
対
策
係
長
）

工
藤
清
徳
▽
商
工
観
光
課
長
補
佐
（
直
入
支
所

商
工
観
光
振
興
室
長
補
佐
兼
国
民
宿
舎
直
入
荘

支
配
人
）
林
寿
徳
▽
建
設
課
長
補
佐
兼
道
路
管

理
係
長
（
企
画
情
報
課
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
推
進
室
長
補
佐
）
大
塚
直
広
▽
建
設
課
長
補

佐
兼
道
路
河
川
係
長
（
水
道
課
長
補
佐
兼
工
務

係
長
）
堀
慎
司
▽
建
設
課
長
補
佐
兼
ダ
ム
・
高

規
格
対
策
係
長
（
建
設
課
生
活
排
水
係
長
）
橘

伸
一
▽
建
設
課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
係
長
（
農

林
整
備
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
）
清
水
禎
治
▽

入
札
・
検
査
課
長
補
佐
兼
検
査
係
長
（
建
設
課

長
補
佐
兼
都
市
計
画
係
長
）
安
達
豊
▽
荻
支
所

い
き
い
き
市
民
課
長
補
佐
兼
選
挙
管
理
委
員
会

荻
支
局
次
長
（
農
林
整
備
課
地
籍
調
査
係
長
）

森
正
治
▽
久
住
支
所
い
き
い
き
市
民
課
長
補

佐
（
農
政
課
長
補
佐
兼
林
業
振
興
係
長
）
飯
田

啓
三
▽
教
育
委
員
会
総
務
課
長
補
佐
兼
総
務
係

長
（
教
育
委
員
会
中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場

次
長
兼
管
理
係
長
）
野
田
道
人
▽
教
育
委
員
会

総
務
課
長
補
佐
兼
施
設
管
理
係
長
（
教
育
委
員

会
総
務
課
施
設
管
理
係
長
）
志
賀
清
隆
▽
南
部

幼
稚
園
主
幹
兼
主
任
教
諭
（
南
部
幼
稚
園
主
任

教
諭
）
深
田
佳
寿
子
▽
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
係
長
（
荻
支
所
農
業
振

興
室
長
）
本
田
隆
憲
▽
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
長
補
佐
兼
荻
教
育
係
長
（
農
林
整
備
課
長
補

佐
兼
農
村
計
画
係
長
）
工
藤
両
一
▽
教
育
委
員

会
文
化
財
課
長
補
佐
兼
文
化
財
管
理
係
長
（
教

育
委
員
会
文
化
財
管
理
係
長
）
佐
伯
治
▽
教
育

委
員
会
文
化
財
課
長
補
佐
兼
文
化
財
係
長
（
教

育
委
員
会
文
化
財
係
長
）
城
戸
誠
▽
教
育
委
員

会
中
央
公
民
館
次
長
兼
文
化
会
館
次
長
（
荻
支

所
市
民
生
活
課
長
補
佐
）
阿
南
光
記
▽
教
育
委

員
会
中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場
次
長
兼
管
理

係
長
（
建
設
課
長
補
佐
兼
建
築
係
長
）
野
村
忠

▽
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
次
長
・
監
査
事
務

局
次
長
（
農
政
課
長
補
佐
兼
営
農
係
長
）
峯
田

昌
勝
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
兼
農
地
係
長

（
農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
係
長
）
志
賀
良
雄

▽
水
道
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
（
水
道
課
庶
務

係
長
）
姫
野
修
次 

■
係　

長

▽
総
務
課
行
政
改
革
推
進
室
係
長
（
会
計
課
）

阿
南
秀
則
▽
企
画
情
報
課
文
化
・
地
域
振
興
室

係
長
（
直
入
支
所
地
域
振
興
室
）
山
口
誠
▽
企

画
情
報
課
農
村
回
帰
推
進
室
係
長
（
税
務
課
）

志
賀
郁
夫
▽
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ

ー
係
長
（
企
画
情
報
課
）
衛
藤
洋
一
▽
税
務
課

課
税
係
長
（
税
務
課
）
赤
木
宏
幸
▽
保
険
課
付

係
長
兼
竹
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長

（
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係
長
）
甲
斐
香
代
子

▽
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係
長
（
健
康
増
進
課
）

坂
本
信
江
▽
福
祉
事
務
所
生
活
保
護
係
長
（
福

祉
事
務
所
）
堀
勇
進
▽
福
祉
事
務
所
福
祉
係
長

（
福
祉
事
務
所
）
後
藤
聡
▽
荻
保
育
所
主
任
保

育
士
（
荻
保
育
所
）
高
橋
は
つ
み
▽
農
林
整
備

課
庶
務
係
長
（
財
政
課
）
後
藤
篤
美
▽
会
計
課

会
計
係
長
（
税
務
課
）
工
藤
哲
郎
▽
荻
支
所
い

き
い
き
市
民
課
係
長
（
農
政
課
畜
産
振
興
室
）

後
藤
美
夫
▽
荻
支
所
い
き
い
き
市
民
課
主
任
保

健
師
（
荻
支
所
市
民
生
活
課
）
渡
辺
由
美
子
▽

久
住
支
所
い
き
い
き
市
民
課
主
任
保
健
師
（
久

住
支
所
市
民
生
活
課
）
渡
辺
潤
子
▽
久
住
支
所

産
業
建
設
課
係
長
（
水
道
課
）
安
藤
信
次
▽
直

入
支
所
い
き
い
き
市
民
課
係
長
（
直
入
支
所
市

民
生
活
課
）
大
濱
寿
賀
子
▽
直
入
支
所
産
業
建

設
課
係
長
（
直
入
支
所
産
業
建
設
課
）
安
達
敬

一
▽
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
教
育
指
導
係
長

（
直
入
支
所
市
民
生
活
課
）
広
瀬
文
生
▽
竹
田

幼
稚
園
主
任
教
諭
（
竹
田
幼
稚
園
）
芳
中
恵
子

▽
直
入
幼
稚
園
主
任
教
諭
（
南
部
幼
稚
園
）
河

野
友
子
▽
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
直
入
教
育

係
長
兼
直
入
公
民
館
長
兼
直
入
学
校
給
食
共
同

調
理
場
次
長
（
建
設
課
）
山
井
信
二
▽
教
育
委

員
会
中
央
公
民
館
公
民
館
係
長
（
教
育
委
員
会

中
央
公
民
館
）
後
藤
惟
稔
▽
議
会
事
務
局
議
事

係
長
（
保
険
課
）
柴
尾
浩
昭
▽
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
選
挙
係
長
・
監
査
事
務
局
係
長
（
税

務
課
）
上
田
哲
士
▽
水
道
課
工
務
係
長
（
水
道

課
）
吉
良
栄
三 

■
一　

般

▽
総
務
課
（
企
画
情
報
課
）
江
渡
孝
行
▽
総
務

課
（
総
務
課
付
大
分
県
法
務
室
派
遣
）
内
柳
雅

浩
▽
企
画
情
報
課
（
直
入
支
所
市
民
生
活
課
）

菊
地
謙
一
▽
企
画
情
報
課
（
荻
支
所
地
域
振
興

室
）
伊
東
豪
▽
財
政
課
（
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
）
本
田
広
行
▽
財
政
課
（
建
設
課
）
工
藤

渡
▽
財
政
課
（
総
務
課
）
渡
部
夕
樹
▽
税
務
課

（
企
画
情
報
課
）
小
島
崇
▽
税
務
課
（
環
境
衛

生
課
）
大
久
保
正
光
▽
税
務
課
（
教
育
委
員
会

歴
史
資
料
館
）
中
西
義
昌
▽
税
務
課
（
農
業
委

員
会
事
務
局
）
赤
峰
佐
知
子
▽
市
民
課
（
農
政

課
）
古
澤
邦
利
▽
保
険
課
（
福
祉
事
務
所
）
橋

爪
妙
子
▽
環
境
衛
生
課
（
荻
支
所
建
設
課
）
吉

野
正
臣
▽
環
境
衛
生
課
（
建
設
課
）
後
藤
将
道

▽
環
境
衛
生
課
（
農
政
課
）
関
口
恵
介
▽
福
祉

事
務
所
（
企
画
情
報
課
）
野
仲
芳
尊
▽
福
祉
事

務
所
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
）
井
出
剛
▽

福
祉
事
務
所
（
健
康
増
進
課
）
林
宏
美
▽
福
祉

事
務
所
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
）
田
部
貴

之
▽
竹
田
保
育
所
（
都
野
保
育
所
）
伊
井
雪
江

▽
荻
保
育
所
（
都
野
保
育
所
）
宮
本
好
子
▽
荻

保
育
所
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
山
荘
）
菅
幸
子

▽
白
丹
保
育
所
（
都
野
保
育
所
）
山
井
真
由
美

▽
養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
山
荘
（
荻
保
育
所
）
原

田
孝
美
▽
養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
山
荘
（
荻
小
学

校
）
阿
南
公
美
▽
農
政
課
（
水
道
課
）
原
田
秋

生
▽
農
政
課
（
久
住
支
所
市
民
生
活
課
）
小
代



広報たけた 平成22年4月号 10

前
副
市
長　

渡
部　

英
雄　

一
成
▽
農
政
課
畜
産
振
興
室
（
保
険
課
）
高
橋

英
明
▽
建
設
課
（
農
林
整
備
課
）
工
藤
松
男
▽

建
設
課
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）
後
藤
和
文
▽

入
札
・
検
査
課
（
商
工
観
光
課
）
島
村
育
郎
▽

荻
支
所
産
業
建
設
課
（
建
設
課
）
佐
藤
淳
一
郎

▽
荻
支
所
産
業
建
設
課
（
久
住
支
所
産
業
建
設

課
）
井
上
久
憲
▽
久
住
支
所
い
き
い
き
市
民
課

（
教
育
委
員
会
総
務
課
）
峯
田
佳
子
▽
久
住
支

所
産
業
建
設
課
（
久
住
支
所
市
民
生
活
課
）
柴

田
剛
志
▽
直
入
支
所
い
き
い
き
市
民
課
（
税
務

課
）
大
塚
聡
子
▽
直
入
支
所
い
き
い
き
市
民
課

（
福
祉
事
務
所
）
渡
邊
真
由
美
▽
直
入
支
所
い

き
い
き
市
民
課
（
市
民
課
）
工
藤
裕
崇
▽
教
育

委
員
会
総
務
課
（
財
政
課
）
吉
野
秀
樹
▽
南
部

幼
稚
園
（
直
入
幼
稚
園
）
工
藤
琴
美
▽
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
（
総
務
課
）
工
藤
直
樹
▽
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
福
祉
事
務
所
）
足
立

達
哉
▽
教
育
委
員
会
中
央
公
民
館
（
農
政
課
）

衞
藤
和
恵
▽
教
育
委
員
会
歴
史
資
料
館
（
福
祉

事
務
所
）入
江
康
太
▽
農
業
委
員
会
事
務
局（
荻

支
所
農
業
振
興
室
）
後
藤
一
郎
▽
水
道
課
（
建

設
課
）
甲
斐
孝
二
▽
水
道
課
（
農
林
整
備
課
）

吉
野
謙
吾

 

■
平
成
22
年
３
月
31
日
付
退
職

▽
堀
一
壽
（
総
務
課
長
兼
行
政
改
革
推
進
室
長
）

▽
阿
南
良
治
（
企
画
情
報
課
付
課
長
兼
ケ
ー
ブ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
室
長
兼
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
長)

▽
石
井
八
千
代
（
健

康
増
進
課
長
）
▽
加
藤
富
美
男
（
人
権
・
同
和

対
策
課
長
）
▽
後
藤
隆
裕
（
福
祉
事
務
所
参
事
）

▽
堀
敏
英
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
山
荘
長
）
▽

伏
田
誠
一
（
農
政
課
参
事
兼
畜
産
振
興
室
長
）

▽
河
野
通
友
（
商
工
観
光
課
付
課
長
兼
竹
田
研

究
所
長
）
▽
髙
本
可
直
（
建
設
課
長
）
▽
吉

岡
幸
二
（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）
▽
佐
藤

正
（
荻
支
所
長
兼
選
挙
管
理
委
員
会
荻
支
局
長
）

▽
本
郷
俊
一
（
久
住
支
所
長
兼
選
挙
管
理
委
員

会
久
住
支
局
長
）
▽
佐
藤
英
俊
（
直
入
支
所
長

兼
選
挙
管
理
委
員
会
直
入
支
局
長
）
▽
後
藤
信

市
（
教
育
委
員
会
総
務
課
長
兼
図
書
館
長
）
▽

荒
牧
真
一
（
教
育
委
員
会
中
央
公
民
館
長
兼
文

化
会
館
長
兼
佐
藤
義
美
記
念
館
長
）
▽
後
藤
栄

三
（
議
会
事
務
局
長
）
▽
渡
辺
栄
一
（
監
査
事

務
局
長)

▽
菅
良
二
（
水
道
課
長
）
▽
後
藤
俊

雄
（
人
権
・
同
和
対
策
課
長
補
佐
兼
人
権
・
同

和
対
策
係
長
）
▽
後
藤
ふ
き
子
（
白
丹
保
育
所

長
）
▽
黒
田
英
一
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
山
荘

次
長
兼
管
理
係
長
）
▽
井
誠
一
郎
（
久
住
支
所

市
民
生
活
課
長
補
佐
）
▽
渡
部
博
貴(

総
務
課
）

▽
荒
木
京
子
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
山
荘
）
▽

木
下
信
子
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
山
荘
）
▽
大

塚
満
江
（
久
住
小
学
校
）
▽
志
賀
愛
子
（
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
）
▽
吉
良
山
志
織
（
竹
田

保
育
所
） 

■
平
成
22
年
４
月
１
日
付
新
採
用 

▽
志
賀
明
日
香
（
企
画
情
報
課
）
▽
高
瀬
剛
志

（
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
）
▽
工

藤
貴
大
（
税
務
課
）
▽
中
島
亜
紀
子
（
福
祉
事

務
所
）

竹
田
市
消
防
本
部
・
消
防
署
人
事
異
動

　
【
４
月
１
日
付
（　

）
内
は
旧
役
職
】 

■
消
防
本
部
・
課
長 

▽
消
防
長
・
任
消
防
司
令
長
（
教
育
委
員
会
歴

史
資
料
館
長
兼
文
化
財
課
長
兼
文
化
財
管
理
セ

ン
タ
ー
所
長
）
工
藤
克
美

■
消
防
本
部
・
課
長
補
佐

▽
警
防
課
長
補
佐
兼
警
防
係
長
・
消
防
司
令
補

（
警
防
課
危
険
物
係
長
）
大
塚
義
徳
▽
警
防
課

長
補
佐
兼
予
防
係
長
・
消
防
司
令
補
（
警
防
課

予
防
係
長
）
後
藤
茂
▽
警
防
課
長
補
佐
兼
危
険

物
係
長
・
消
防
司
令
補
（
久
住
分
署
指
導
係
長
）

倉
橋
英
信

■
消
防
署
・
課
長

▽
消
防
署
長
兼
消
防
本
部
警
防
課
長
・
消
防
司

令
（
消
防
署
副
署
長
兼
当
直
司
令
〈
救
急
・
救

助
〉）
浅
倉
彰
一
▽
消
防
署
副
署
長
兼
当
直
司

令〈 

予
防
指
導
〉・
消
防
司
令（
当
直
司
令〈
消
防
・

通
信
〉）
佐
藤
一
喜
▽
消
防
署
副
署
長
兼
久
住

分
署
長
・
消
防
司
令
（
久
住
分
署
長
代
理
兼
消

防
係
長
）
首
藤
法
文
▽
消
防
署
副
署
長
兼
当
直

司
令
〈
救
助
〉・
消
防
司
令
（
当
直
司
令
〈
調
査
・

装
備
〉）
那
須
充
▽
消
防
署
副
署
長
兼
当
直
司

令
〈
消
防
・
指
導
・
調
査
・
装
備
〉・
消
防
司
令
（
消

防
本
部
警
防
課
長
補
佐
兼
警
防
係
長
）
田
北
栄

治
▽
消
防
署
参
事
兼
当
直
司
令
〈
通
信
〉
兼
通

信
係
長
・
任
消
防
司
令
（
当
直
副
司
令
〈
消
防
・

通
信
〉
兼
通
信
第
一
係
長
）
佐
藤
幸
人
▽
消
防

署
参
事
兼
当
直
司
令〈
救
急
〉・
任
消
防
司
令（
当

直
副
司
令
〈
救
急
・
救
助
・
救
急
担
当
〉）
田

北
久
己

■
消
防
署
・
課
長
補
佐

▽
久
住
分
署
長
代
理
兼
消
防
係
長
・
任
消
防
司

令
（
消
防
署
装
備
第
一
係
長
）
高
橋
末
文
▽
当

直
副
司
令
〈
消
防
・
指
導
・
調
査
・
装
備
〉
兼

装
備
係
長
・
任
消
防
司
令（
当
直
副
司
令〈
調
査
・

装
備
〉
兼
調
査
第
一
係
長
）
斉
藤
正
憲
▽
久
住

分
署
長
代
理
兼
指
導
係
長
・
消
防
司
令
補
（
消

防
署
装
備
第
二
係
長
）
木
田
寛

■
消
防
署
・
係
長

▽
救
助
第
一
係
長
兼
消
防
本
部
警
防
課
付
係

長
・
消
防
司
令
補
（
救
助
第
一
係
長
）
下
城
広

士
▽
消
防
係
長
兼
指
導
係
長
兼
消
防
本
部
庶
務

退　

任

課
付
係
長
・
消
防
司
令
補
（
通
信
第
二
係
長
）

工
藤
敦
▽
救
急
第
一
係
長
兼
消
防
本
部
庶
務
課

付
係
長
・
消
防
司
令
補
（
救
急
第
一
係
長
）
金

丸
正
三

■
消
防
署
・
一
般

▽
消
防
署
救
急
係
主
査
・
任
消
防
士
長
（
消
防

本
部
庶
務
課
付
主
査
）
岩
屋
英
明
▽
消
防
署
救

助
係
主
任
・
消
防
副
士
長
（
久
住
分
署
指
導
係

主
任
）
足
達
大
輔
▽
消
防
署
通
信
係
主
任
・
消

防
副
士
長
（
久
住
分
署
指
導
係
主
任
）
廣
岡
幸

三
▽
久
住
分
署
主
事
・
消
防
士
（
消
防
署
通
信

係
主
事
）
田
部
智
康
▽
久
住
分
署
主
事
・
消
防

士
（
消
防
署
救
助
係
主
事
）
釘
宮
翔
太

 

■
平
成
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年
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月
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日
付
退
職

▽
阿
南
正
治
（
消
防
長
）
▽
吉
野
清
二
（
消
防

署
長
兼
消
防
本
部
警
防
課
長
）▽
河
辺
和
義（
消

防
署
副
署
長
兼
久
住
分
署
長
）▽
渡
辺
秀
夫（
消

防
署
消
防
係
長
兼
指
導
係
長
）

■
平
成
22
年
４
月
１
日
付
新
採
用

▽
一
ノ
宮
亮
（
任
消
防
士
・
消
防
本
部
庶
務
課

付
）
▽
吉
川
両
介
（
任
消
防
士
・
消
防
本
部
庶

務
課
付
）
▽
志
賀
篤
（
任
消
防
士
・
消
防
本
部

庶
務
課
付
）



11　2010年4月発行

　ダム湖地盤から水が漏れて、本格給水が大幅に遅れている大蘇ダム（熊本県産山村）の問題の解決を図る
ため、3月 11 日、郡司彰農林水産省副大臣が再び来県し、竹田市内の荻町公民館体育館にて、国の対応策を
地元に説明しました。

❶ ❷

❸ ❹

❺ ❻

前進あるのみ! 国の方向性は示された
　ダム湖地盤から水が漏れて、本格給水が大幅に遅れている大蘇ダム（熊本県産山村）の問題の解決を図る
ため、3月 11 日、郡司彰農林水産省副大臣が再び来県し、竹田市内の荻町公民館体育館にて、国の対応策を
地元に説明しました。

❶「国の今やれる対応策を示したことは評価できる」と首藤市長　❷ 説明
資料の疑問点を指摘し、再度の説明を求める瀬井荻柏原土地改良区理事長
❸納得していない地元の声が挙がる　❹大蘇ダム問題について、地元住民
に説明をする郡司副大臣　❺郡司副大臣の説明を聞き入る地元農家のみな
さん　❻大勢の関係者が訪れた説明会場（荻公民館体育館）

　昨年 11 月 1 日の現地視察以来 4 か月ぶりに、農
林水産省の郡司彰副大臣が大蘇ダム問題の今後の対
応方針を説明するため来県されました。
　説明会場の荻公民館体育館において、農水省関係
者や、広瀬勝貞県知事を始めとする県関係者、荻・
柏原土地改良区を始めとする 3 つの改良区の役員や
組合員、そして竹田市議会や行政関係者が見守るな
か、副大臣は、次の 3 つを中心に説明されました。

　今後の対応方針の概要
　①実際の利用に応じた大蘇ダムの運用開始
　② 3か年に亘る浸透抑制対策の実施（全額国負担）
　③大谷ダムも含めた水需要の検証

　今回で 2 回目となる副大臣の誠実な対応に加え、
100% とは言えないまでも、具体的な方向性が示さ
れたことについては、一定の評価を与えるに十分で
あろうと考えます。
　しかしながら、この地域の長い農業の歴史が「水
との闘い」であったことは紛れもない事実であり、
地域の皆さんが農業に夢をかけ、30 年以上にわた
り、この事業にまさに夢をかけてきたことも事実で
あります。
　本日示された対策の内容が、抜本的な解決につな
がるのか、土地改良区の意見も踏まえながら、今後
も注視していかなければならない問題であること
は、はっきりといたしました。
　方向性が見えてきた中、少なくともここで縁が遠
のいてしまうのではなく、これからの成果、効果が
どう表れてくるのか、予算も含め、ここに全力を投
じていただくよう国に申し上げたいと思います。
　30 年間の苦悩が報われる春の到来を願い、地元
の皆さんや県とも連携をとる中で、一刻も早い解決
がかなうよう竹田市も全力を尽くす所存です。



広報たけた 平成22年4月号 12

「目標がなければチャンスが見えない、ビジョンがなければ決断ができない」

陳情型から政策提案型行政へ
今試される自治体の政策立案能力

補
助
事
業
の
新
し
い
流
れ

　

こ
れ
ま
で
の
国
や
県
の
補
助
事
業

と
い
え
ば
、
一
定
の
基
準
を
満
た
し

さ
え
す
れ
ば
ど
こ
の
自
治
体
で
も
一

律
に
同
じ
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
が
一
般
的
で
し
た
。

　

し
か
し
こ
こ
に
来
て
、
も
う
一
つ

の
新
し
い
流
れ
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

全
国
一
律
で
は
な
く
、
自
治
体
が
競

争
し
て
企
画
を
提
案
し
、
採
択
さ
れ

た
と
こ
ろ
に
手
厚
く
補
助
金
が
交
付

さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
自
治
体
の
政
策
立
案
能

力
が
試
さ
れ
る
時
代
に
な
っ
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
挑
戦
し
て
い
く

自
治
体
と
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
自

治
体
で
は
必
然
的
に
格
差
が
生
じ
て

く
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

平
成
19
年
に
竹
田
市
が
厚
生
労
働

省
の
「
新
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
」
に
採

択
さ
れ
、
１
・
４
億
円
の
補
助
を
受

け
た
の
は
そ
の
い
い
例
で
す
。

竹
田
市
の
政
策
展
開

　

さ
て
、
竹
田
市
は
現
在
、
Ｔ
Ｏ
Ｐ

運
動
を
基
軸
に
、農
村
商
社
わ
か
ば
、

農
村
回
帰
宣
言
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
構
想
な
ど
、竹
田
な
ら
で
は
の
様
々

な
政
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
概
要

を
、体
系
図
に
整
理
し
て
み
ま
し
た
。

竹
田
市
の
挑
戦
・
Ｔ
Ｓ
Ｇ
構
想

　

こ
の
度
、
緊
急
経
済
対
策
の
一
環

と
し
て
、
内
閣
府
の
「
地
域
社
会
雇

用
創
造
事
業
」
の
募
集
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
２
月
９

日
説
明
会
、
２
月
19
日
企

画
提
案
と
い
う
、
こ
れ
ま

で
で
は
考
え
ら
れ
な
い
ス

ピ
ー
ド
と
企
画
提
案
力
を

要
求
さ
れ
る
も
の
で
し
た
。

竹
田
市
は
、『
竹
田
総
合
学

院
・
由ゆ

い

学が
く
か
ん館

』
構
想
で
、

極
め
て
狭
き
門
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
体
系
図
の
中
の

　
「
Ｔ
Ｓ
Ｇ
」
が
、
竹
田
総

合
学
院
を
ロ
ー
マ
字
読
み

し
た
と
き
の
頭
文
字
を
組

み
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

　

残
念
な
が
ら
採
択
は
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
竹

田
市
の
将
来
目
標
と
ビ
ジ

ョ
ン
が
明
確
に
な
っ
た
と

い
う
点
で
大
き
な
収
穫
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
『
竹
田
総
合
学
院
・
由
学

館
』
と
は
、
農
村
商
社
、

農
村
回
帰
宣
言
、
エ
コ
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
な
ど
と

連
携
し
て
、竹
田
に
埋
も
れ
た
歴
史
・

文
化
資
源
の
再
発
見
と
、
竹
田
に
根

付
い
た
人
材
育
成
・
起
業
・
就
労
支

援
の
２
本
柱
で
事
業
を
展
開
し
、
新

規
雇
用
と
農
村
回
帰
者
の
定
住
を
図

ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
も
の
づ
く
り
創
造

学
部
（
竹
、
彫
刻
、
陶
芸
な
ど
）、

地
域
農
業
創
造
学
部
（
就
農
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
、
物
流
な
ど
）、
歴
史

的
建
築
学
部
（
歴
史
的
建
築
学
科
な

ど
）、
地
域
観
光
学
部
（
温
泉
学
科
、

地
域
観
光
学
科
な
ど
）、
地
域
生
活

学
部
（
地
域
生
活
支
援
学
科
）
と
い

っ
た
学
部
を
創
設
し
、
そ
こ
で
学
ぶ

学
生
た
ち
が
、
中
心
市
街
地
の
空
き

店
舗
を
創
作
活
動
や
発
表
の
場
と
し

て
、
ま
た
卒
業
生
が
工
房
な
ど
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
材
育

成
と
城
下
町
再
生（
空
き
店
舗
対
策
）

を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
村
回
帰
を
目
指
す
方
が

竹
田
の
歴
史
・
文
化
な
ど
を
学
び
な

が
ら
、
様
々
な
技
術
習
得
す
る
と
い

っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

竹
田
市
で
は
今
後
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
を
有
機
的
に
関
連
付
け
る
こ

と
に
よ
り
、
最
大
の
効
果
を
引
き
出

す
政
策
提
案
型
行
政
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

竹田市における政策展開の体系（概要図）

TSG
（竹田総合学院・由学館）
まち全体で学校（TSG）を起業。
その学校が、埋もれた地域資源
を再発見し、地域に根付いた起
　業家を育成。

一般社団法人

農村商社わかば
流通革命、知産知消

農村回帰宣言
ふるさと回帰支援セン
ターとの相互協力協定

先駆的情報発信
機能の確立
・政策審議官
・竹田事務所長

PHP 総研ANA 総研

加工場建設
エコミュージアム構想
・白水ダム周辺整備
・城下町再生
・岡城世界遺産登録への
　挑戦
・図書館建設
・空き店舗対策「TOP運動」の展開

TOP懇談会、TOPミーティングの開催

住民意見の集約と政策への反映
東京大学大学院景
観研究室との連携国際交流の新たな展開

・声楽コンクールとライプツ
　ィヒ
・廣瀬武夫とロシア
　（嚶鳴フォーラム）
・ドイツとのビール技術提携
・英国ジャージー島との連携

空飛ぶ100人
プロジェクト

高齢化社会
への対応
・乗合タクシー
　（デマンド交通）

廃校の跡地利用
・下竹田小学校芸
　短大キャンパス
・明治小学校

地域医療の
充実
・竹田市立こ
　ども診療所

支所機能の充実
・周辺部対策
・郵便局とのタイアップ
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行き届いた安心のまちづくり
　3月2日、国の地域活性化・きめ細やかな臨時交付金（361,439千円）
を活用し、平成 21 年度 3 月一般会計補正予算が可決しました。
　地域の活性化につながる、主な事業は次のとおりです。

①養護老人ホーム南山荘施設設備事業…………養護老人ホーム南山荘
　【予算額】 62,820 千円
　施設内にスプリンクラーを防災用に設置し、老朽化した管理棟の屋
根改修、またインフルエンザやノロウィルスが発生した際に治療室
を確保するために、洗面所やトイレを装備した多機能な予備室を増
築します。入所している高齢者のみなさんが安心して「養護」が受
けられますように努めてまいります。
②農村環境機能保全事業………………………………竹田市農林整備課
     【予算額】  20,000 千円
　少子・高齢化による農業後継者の担い手不足などから、耕地放棄
地の発生など農村環境の荒廃が著しいため、土地改良区などから、
耕地放棄地の更新整備や補修など、施設の維持管理の軽減を図るこ
とにより、農村環境の保全を図ります。
■おもな事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※ 3 月補正予算計上分）

生
声
な
ま　

　
ご
え

 

市
民
目
線
で
動
く
行
政
を

　
　
　
　
　

め
ざ
し
ま
す
！

　

女
性
た
ち
が
市
政
の
状
況
に
つ
い

て
、
市
長
と
懇
談
す
る
「
市
政
を
聞

く
会
」
が
３
月
17
日
、
竹
田
市
文
化

会
館
大
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
の
質
疑
応
答
の
席
で
、
市
内

の
女
性
（
自
営
業
・
中
本
町
）
が
「
お

店
の
横
の
排
水
溝
が
詰
ま
り
、
こ
れ

ま
で
も
雨
水
な
ど
が
道
路
上
に
溢
れ

る
こ
と
が
た
び
た
び
。
何
と
か
な
ら

な
い
も
の
か
と
市
役
所
に
ず
っ
と
訴

え
続
け
て
い
ま
し
た
。

　

今
朝
、
市
の
方
に
連
絡
し
ま
し
た

ら
、
す
ぐ
に
建
設
課
の
清
掃
委
託
員

の
方
が
来
て
く
れ
て
、
す
っ
か
り
き

れ
い
に
整
備
し
て
ま
し
た
。
今
ま
で
、

こ
ん
な
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
で
す
か

ら
…
」
と
お
礼
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

建
設
課
が
委
託
を
し
て
い
る
清
掃

委
託
員
は
、
市
道
を
安
心
し
て
使
用

で
き
る
よ
う
に
、
毎
日
市
内
を
パ
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

安
全
な
道
路
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
の
行
方

　

市
区
町
村
等
が
住
民
の
福
祉
増
進

を
目
的
に
設
置
し
た
公
園
や
観
光
施

設
、福
祉
施
設
な
ど
の「
公
の
施
設
」。

　

こ
の
管
理
を
民
間
事
業
者
に
も
可

能
に
し
た
の
が
平
成
15
年
か
ら
施
行

さ
れ
た
指
定
管
理
者
制
度
で
す
。

　

制
度
の
目
的
は
、
議
会
の
議
決
を

経
て
指
定
さ
れ
た
指
定
管
理
者
が
、

民
間
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
自
治
体
の
経

費
縮
減
を
図
る
こ
と
で
す
。

　

竹
田
市
で
は
、
こ
の
制
度
の
適
用

が
可
能
か
ど
う
か
の
検
討
を
行
う
公

の
施
設
を
１
８
０
箇
所
選
び
、「
公

の
施
設
の
将
来
計
画
」
を
平
成
18
年

３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
18
年
４
月
１
日

か
ら
こ
の
制
度
に
移
行
し
た
施
設

は
、
合
併
前
か
ら
移
行
済
み
の
２
施

設
を
含
め
、
58
施
設
に
の
ぼ
り
ま
し

た
。（
表
１
参
照
）

　

ま
た
、
平
成
22
年
４
月
か
ら
新
た

に
こ
の
制
度
を
適
用
す
る
施
設
が
７

つ
生
ま
れ
（
表
２
参
照
）、
全
体
で

62
の
施
設
が
、
指
定
管
理
者
に
よ
っ

て
管
理
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
策
定
か
ら
４
年

経
過
し
た
計
画
の
抜
本
的
な
見
直
し

が
、
今
年
度
行
わ
れ
ま
す
。

　

公
の
施
設
を
指
定
管
理
す
る
の
か
、

市
の
直
営
と
す
る
の
か
、
あ
る
い
は

売
却
や
無
償
譲
渡
と
す
る
の
か
、
制

度
の
あ
り
方
が
根
本
か
ら
問
わ
れ
る

転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

施　　設　　名 指定管理者名
市営駐車場（2 か所） 竹田市商店街連合会

荻の里温泉 荻町まちおこし㈲

史跡御客屋敷 竹田市観光ツーリズム協会

竹田市総合社会福祉センター 竹田市社会福祉協議会

久住高原荘 ㈶久住やすらぎ観光公社

直入藤目地区集会所 藤目自治会

竹田市ふれあい会館 九州アルプス商工会

施　　設　　名 指定管理者名
市立都野保育所 （社福）愛の園福祉会

道の駅すごう （一社）農村商社わかば

竹田市福祉施設はくすい 宮砥地区はくすい運営委員会

久住さやか ㈱ウィング久住

市営温泉　長生湯 湯の原温泉組合

市営温泉　天満湯 湯の原温泉組合

竹田市くたみ地底水農村公園 くたみ地底水農村公園管理組合

表 1－指定管理先の例

表 2－新たな指定管理者（平成 22年 4月 1日～）

№ 事　業　の　内　容 予算額（千円）
1 養護老人ホーム南山荘　施設設備整備事業 62,820
2 荻福祉健康エリア　ボイラー及び電気系統修繕工事 13,900
3 道の駅すごう　駐車場舗装工事・浄化槽修繕 13,000
4 西部地域農産加工所　建設工事（菅生） 40,000
5 市道辻線舗装補修工事（荻・直入地域） 16,000
6 市道住吉倉木線倉田橋拡幅工事等 35,000
7 竹田分館耐震補強工事 26,000

8

竹田地域屋外拡声子局整備事業（遠隔操作）
モーターサイレン5施設廃止及び新規7施設設置（滝
の上、旧明治小学校付近、岡本小学校付近、あ祖母
学舎、次倉、滝部トンネル付近、宮城台小学校付近）

36,095

9 下深迫地区集会所　改修工事 3,000
10 竹田分館体育館　耐震補強及び屋根改修工事 29,583
11 嫗岳分館　屋根等改修工事 13,813
12 城原分館　屋根等改修工事 4,970
13 農村環境機能保全事業（耕作放棄地対策・農業施設等改修） 20,000
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て
い
く
』
と
い
う
作
業
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

同
時
に
、
そ
の
活
動
が
全
国
に
そ
の
輪
を
広

げ
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
そ
れ
が
情
報
発

信
の
魅
力
で
す
し
、
地
域
イ
メ

ー
ジ
の
創
造
に
大
き
く
寄
与
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
「
最
近
は
、
竹
田
市
の
こ
と
が

よ
く
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た

ね
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
人

が
多
く
な
り
ま
し
た
。
県
外
か

ら
も
多
く
の
喜
び
の
声
が
届
け

ら
れ
ま
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
い
か
に
大
切
な

作
業
で
あ
り
、
ま
た
多
く
の
成

果
を
生
み
出
し
て
き
た
か
が
理

解
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
議
会
を
前
に
し
て
、

最
大
会
派
の
議
員
さ
ん
た
ち
と

の
勉
強
会
が
設
定
さ
れ
ま
し

た
。
国
の
政
策
に
呼
応
し
て
、

政
策
の
展
開
が
速
い
だ
け
に
、

よ
り
深
い
議
論
を
し
た
い
と
い

う
、
私
に
と
っ
て
も
有
意
義
な

提
案
を
い
た
だ
い
た
わ
け
で
す

が
、
期
待
以
上
の
成
果
が
得
ら
れ
た
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
が
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
動
き
始
め
る

誇るべき市民運動

でした。 
　高校生の
視点による
ユニークで
クリエイテ
ィブな発想
は、現在推
し進めてい
る『TOP 運動』のまさに根幹をなすものです。
　やりがいの大きさを感じることができる貴重な機会と
なりました。

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」（URL）http：//www2.city.taketa.oita.jp/sityo/index.html 　

私
に
と
っ
て
は
、
初
の
当
初
予
算
を
審
議
し

て
い
た
だ
く
べ
く
竹
田
市
議
会
第
１
回
定
例
会

を
終
え
ま
し
た
。
３
会
派
の
代
表
質
問
に
加
え
、

９
人
の
一
般
質
問
を
お
受
け
し
ま
し
た
が
、
混

迷
の
中
に
あ
る
社
会
情
勢
を
憂
慮
し
て
、
あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
の
意
義
あ
る
質
問
が
続
き
ま
し

た
。
特
に
、
就
任
以
来
、
数
多
く
開
催
し
て
き

ま
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
対
す

る
成
果
や
今
後
の
政
策
展
開
に
関
す
る
質
問
、

経
済
浮
揚
を
図
る
べ
き
産
業
振
興
の
あ
り
方
に

質
問
が
集
中
し
ま
し
た
。

　

新
政
権
が
、『
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
』

を
基
軸
に
、
新
た
な
政
策
展
開
を
推
進
し
て
い

ま
す
が
、
竹
田
市
に
と
っ
て
も
重
要
な
示
唆
で

あ
る
と
私
は
感
じ
て
い
ま
す
。
た
と
え
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
が
必
要
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
が
何
を

生
み
出
す
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
視
点
を
抜

き
に
し
て
は
、
こ
の
財
政
難
の
時
代
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

幸
い
に
し
て
、
竹
田
市
に
は
、
他
の
地
域
の

追
随
を
許
さ
な
い
歴
史
や
文
化
、
人
材
の
輩
出

と
い
っ
た
財
産
が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
そ
れ

ら
の
重
要
性
を
学
ぼ
う
と
す
る
市
民
活
動
も
活

発
で
す
。
し
か
し
、
大
切
な
こ
と
は
、
そ
れ

ら
の
市
民
活
動
が
地
域
に
認
知
さ
れ
、
多
く

の
人
々
の
価
値
観
に
共
鳴
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
市
の
政
策
に
し
っ
か
り
と
反
映
さ

れ
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
み
ん
な

で
学
び
、『
地
域
力
の
す
ば
ら
し
さ
に
気
付
い

と
、
た
ま
り
場
で
は
無
責
任
な
批
判
が
多
く
な

る
と
い
う
傾
向
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
の
で
し
ょ

う
が
、
だ
か
ら
こ
そ
、
真
摯
に
向
か
い
合
っ
て

懸
命
に
町
づ
く
り
を
議
論
す
る
と
い
う
機
会
は

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

そ
う
い
え
ば
、
町
づ
く
り
で
成
功
し
て
き
た

湯
布
院
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、「
決
し
て
市
民

同
士
が
悪
口
を
言
わ
な
い
こ
と
。
ま
た
外
か
ら

の
批
判
や
指
摘
に
は
、
み
ん
な
で
謙
虚
に
受
け

止
め
て
敏
感
に
対
応
す
る
こ
と
」
を
基
本
理
念

に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
よ
そ
か
ら
責
め
ら
れ
た
ら
み
ん
な
で
カ
バ

ー
し
、
み
ん
な
で
改
善
し
て
い
く
こ
と
で
今
日

の
湯
布
院
が
で
き
た
こ
と
も
。

　

湯
布
院
に
は
竹
田
市
の
よ
う
な
歴
史
も
財
産

も
な
い
け
れ
ど
、
み
ん
な
で
認
め
合
う
、
み
ん

な
で
問
題
解
決
に
取
り
組
む
と
い
う
姿
勢
が
何

よ
り
の
財
産
だ
っ
た
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
民

間
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
行
政
組
織
に
も
当
て

は
ま
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
こ
と
を
身
に
つ
け
れ
ば
、
竹
田
市
は
鬼

に
金
棒
で
す
よ
ね
。

※
題
字
は
川
端
康
成
先
生
に
よ
る
直
筆

市
長
コ
ラ
ム　

 〈
第
９
回
〉

　3 月 5 日、竹田研究所主催「高校生と竹田市の未来に
ついて語り合う会」が 市役所庁議室にて行われ、竹田高
校からは森茜

あ か ね

音生徒会長ほか、役員 11 名が参加をしま
した。
　前半に 2 年生の足立友

ゆう

菜
な

さんと佐藤利
とし

恵
え

さんから、後
半に 1 年生の菅優

すぐる

さんから、それぞれ提案をいただきま
した。 不便さや魅力ある特産品が少ない、イベントの充実
に欠けるなどを理由に、高校生全員が将来竹田市で生活し
たくないという辛辣な意見にはじまり、積極的な企業誘致
と竹田の負

ふ

の側面、つまり「不便さ」を逆利用した産業の
創出など、目から鱗が落ちるような素晴らしい発想の提言

市長に提案!高校生が竹田市の未来を真摯に語る

有
由
有
縁
（
ゆ
う
ゆ
ゆ
う
え
ん
）
… 

　

昭
和
27
年
10
月
27
か
ら
28
日
に
か
け
て
、
文
豪
川
端
康
成
は

友
人
で
あ
る
画
家
高
田
力
蔵
の
案
内
で
別
府
か
ら
久
住
高
原
に

遊
び
、
あ
ざ
み
台
か
ら
竹
田
市
に
下
り
、
そ
し
て
竹
田
高
校
で

講
演
を
さ
れ
た
。
こ
の
取
材
旅
行
に
よ
り
、
川
端
は
続
・
千
羽

鶴
の
構
想
を
組
み
立
て
、
翌
年
、
小
説
新
潮
で
連
載
を
始
め
た

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
川
端
が
晩
年
、
よ
く
揮
毫
し
た
の
が
『
有

由
有
縁
』
で
あ
る
。
人
と
の
出
会
い
、
も
の
ご
と
と
の
接
点
が

生
ま
れ
る
の
は
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
そ
れ
な

り
の
力
（
理
由
）
が
働
い
て
い
る
か
ら
な
の
だ
、
と
い
う
意
味

で
あ
る
。

　

目
に
は
見
え
な
い
力
だ
け
れ
ど
、
神
の
配
剤
と
し
か
思
え
な
い
。

そ
ん
な
縁
が
授
け
て
く
れ
る
世
界
の
こ
と
に
触
れ
な
が
ら
、
ふ
る

さ
と
竹
田
市
の
未
来
を
見
つ
め
て
み
た
い
の
で
あ
る
。
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監　

査　

公　

表

竹
田
市
監
査
委
員

　

村　

上　

長　

生

　
　
　

同

　

大　

塚　

哲　

之

■
福
祉
事
務
所

　

保
育
料
並
び
に
災
害
援
護
資
金
の
収

納
対
策
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
取
り
組

ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
工
事
検
査
課

　

多
様
化
す
る
検
査
業
務
体
制
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要

望
す
る
。

■
税
務
課

　

滞
納
整
理
の
手
法
を
再
検
討
さ
れ

て
、
収
納
率
の
向
上
に
努
め
る
よ
う
要

望
す
る
。

■
環
境
衛
生
課

　

高
齢
者
世
帯
に
係
る
ゴ
ミ
の
収
集
対

策
に
つ
い
て
、
今
後
検
討
さ
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

■
健
康
増
進
課

　

市
民
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
た
事

業
に
引
き
続
き
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要

望
す
る
。

■
竹
田
温
泉
「
花
水
月
」

　

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
施
設
の
再

生
に
向
け
て
、
最
善
の
努
力
を
さ
れ
る

よ
う
要
望
す
る
。

■
商
工
観
光
課

　

豊
富
な
観
光
資
源
を
活
用
し
た
誘
客

活
動
に
、
引
き
続
き
努
め
ら
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

■
保
険
課

　

市
民
の
健
康
と
医
療
費
の
減
少
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
努
め
ら
れ
る
よ
う
要

望
す
る
。

■
農
業
委
員
会

　

農
地
の
集
積
促
進
並
び
に
集
落
営
農

の
組
織
化
に
、
引
き
続
き
取
り
組
ま
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

 

直
入
支
所

■
地
域
振
興
室

　

地
域
審
議
会
に
お
け
る
特
色
あ
る
取

組
み
を
推
進
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
市
民
生
活
課

　

高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
愛
育
班
活

動
及
び
市
民
へ
の
健
康
増
進
に
引
き
続

き
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
産
業
建
設
課

　

農
林
畜
産
業
の
先
進
地
と
し
て
の
今

後
の
活
動
を
、
引
き
続
き
取
り
組
ま
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

■
商
工
観
光
振
興
室

　

道
の
駅
「
な
が
ゆ
温
泉
」
に
関
す
る

推
進
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
取
り
組
ま

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
国
民
宿
舎
「
直
入
荘
」

　

食
の
安
全
・
安
心
対
策
に
は
引
き
続

き
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

 

教
育
委
員
会

■
総
務
課
・
学
校
教
育
課

　

児
童
・
生
徒
に
対
す
る
相
談
業
務
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
積
極
的
な
取
組

み
を
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

今
後
の
教
育
方
針
並
び
に
課
題
等
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
推
進
・
検
討
に

努
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
歴
史
資
料
館

　

文
化
及
び
歴
史
資
料
等
を
後
世
に
残

す
た
め
に
も
、
管
理
・
保
存
に
つ
い
て

引
き
続
き
最
善
の
取
組
み
を
さ
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。

■
中
央
公
民
館
・
文
化
会
館

　

自
主
事
業
の
積
極
的
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
対
応
さ
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

　

公
民
館
・
分
館
活
動
の
推
進
及
び
地

域
の
活
性
化
に
沿
う
努
力
を
さ
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。

■
生
涯
学
習
課

　

各
事
業
に
つ
い
て
他
課
と
の
連
携
を

深
め
る
と
と
も
に
、
市
民
の
健
康
に
活

用
で
き
る
よ
う
な
取
組
み
を
さ
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。

　

３
地
域
の
教
育
係
に
つ
い
て
は
、
活

動
拠
点
と
し
て
事
業
の
取
組
み
を
さ
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

　

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
21
年
11
月
か
ら
平
成
22
年
１
月
ま
で
の
各
月
に
お
い
て
、
市
長
部
局

及
び
教
育
委
員
会
部
局
並
び
に
各
委
員
会
等
の
監
査
を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

4月1日から、次世代の社会を担う子どもの育ちを支援するため、
　中学校修了前までの子どもに「子ども手当」を支給する制度が始まります。
○子ども手当の支給額と支払時期
 　・中学校修了前までの子ども一人につき、月額 1 万 3 千円（所得制限なし）が支給されます。
　・支払時期は 6 月、10 月、2 月で、それぞれの前月分までが支給されます。（6 月に支給を受けるためには、5月14
　　日㈮までに申請をしていただく必要があります。お早目の手続をお願いします）
○子ども手当の手続き（請求書等の書類は、福祉事務所または各支所いきいき市民課にあります）  

支給要件 提出書類 手続きに必要なもの

すでに児童手当を
受給している方

子ども全員が中学 1 年生以下の場合 （手続きは不要です）
中学 1 年生以下の子どもがあり、
かつ、中学 2・3 年生の子どもがいる場合 額改定認定請求書 ・印鑑

上記以外の方

中学 1 年生以下の子どもがなく、中学 2・3
年生の子どもがいる場合 認定請求書

・印鑑・請求者の健康保険
被保険者証の写し ・請求者
の銀行等の口座番号 など

中学校修了前までの子どもがあり、所得制
限等で児童手当が受給できていない場合
または、これまでに児童手当の手続をして
いない場合

認定請求書

・印鑑・請求者の健康保険
被保険者証の写し 
・請求者の銀行等の口座番
号など

 ・提出先…竹田市福祉事務所子育て支援係 または 各支所いきいき市民課（公務員の場合は勤務先）
※「認定請求書」「額改定認定請求書」を提出し、市の認定を受けなければ、子ども手当を受ける権利が発生しません。
　子ども手当は、認定請求をした日の属する月の翌月分から、支給事由の消滅した日の属する月分まで支給されます
　ので、手続きが遅れないようご注意ください。（ただし、施行日〔平成 22 年 4 月 1 日〕において子ども手当の支給
　要件に該当する方で、平成 22 年 9 月 30 日までに認定請求があった場合は 4 月分から支給します）
○その他、詳細については竹田市福祉事務所子育て支援係　☎ 63-4811（直通）までお問い合わせください。 
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食育ツーリズム雇用創出大作戦 !（新パッケージ事業）

  地域雇用創造推進事業（新パッケージ事業）終了する!
　厚生労働省では、平成 19 年度より、地域雇用開発促進法に
基づき、雇用失業情勢の厳しい地域において、地域の提案、創
意工夫による自発的な雇用創造の取り組みを支援する「地域雇
用創造推進事業（新パッケージ事業）」を実施し、竹田市を含む
全国 107 の地域が事業に取り組んでいます。
　竹田市では、市と商工会議所、商工会からなる「竹田市経済
活性化促進協議会」を立ち上げ、起業や雇用、就職促進対策の
支援に取り組んできました。地域の課題である「食と特産品の
開発・竹田らしいツーリズムの促進」をテーマとして、3 年間
で 195 名の雇用確保を目指してきましたが、新たな起業や雇用
の確保、新規分野の開拓、企業との就職面談会などの実施によ
り、200 名を超える実績をあげることができました。また、20 の研究会による「地産地加地消」や「知産知消」
の取り組みが評価され、全国 21 事例のひとつとして取り上げられました。

  平成22年度の取り組み（地域雇用創造実現事業）
　当協議会では、平成 22 年度も引き続き「地域雇用創造実現事業（通称 : 実現事業）」を実施します。この事業
は、パッケージ事業による支援により育成された人材等を活用し、波及的に地域の雇用機会を増大させることを

目的としています。新たに生まれた起業や雇用の芽をさらに強く大
きなものとするために支援していくものです。具体的には「売れる
商品づくり」の実践や地域に根ざした「着地型旅行商品づくり」を
推進することです。また、地域特産を活かした商品開発や総合デザ
インによる商品化、販路開拓、竹田らしい旅や宿などの空間づくり、
ツーリズムの地域担い手の育成などには、きめ細かな支援ができる

「地域商社」が求められています。この事業では、地域商社の支援や
立ち上げが行われます。
　この事業に関心のある方は、ぜひ当協議会へご相談ください。

  『大感謝祭 !』大盛況にて開催
　3 月 20 日㈯から 22 日㈷までの 3 日間、「エリアラボたけた」

（大分銀行前）を主会場として、「多くの皆さまに支えられて、
新パッケージ事業終了。『大感謝祭 !』」が開催され、多くの市民
や研究会参加者、観光客、報道機関等により延べ 1,000 名の参
加があり、盛況のうちに終了しました。当協議会で商品化を目
指してきた 15 の新商品の試験販売と試食、試飲のほか、モノ
づくりの体験も行われました。また、着地型旅行商品として「旬
旅」の PR も行われました。

【お問い合せ】
　竹田市経済活性化促進協議会　☎ 62-2122　FAX 62-3953

～地方の自立への挑戦!～
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乗
合
タ
ク
シ
ー（
デ
マ
ン
ド　
　

交
通
シ
ス
テ
ム

）本
格
実
施
!!

　

私
た
ち
の
日
常
生
活
に
お
け
る
移

動
手
段
と
し
て
交
通
機
関
は
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
り
、
鉄
道
や
バ
ス
と

い
っ
た
公
共
交
通
機
関
は
、
学
生
や

高
齢
者
な
ど
い
わ
ゆ
る
交
通
弱
者
は

も
と
よ
り
地
域
住
民
の
移
動
手
段
と

し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
市
に
お
い
て
は
、
全

国
に
お
け
る
地
方
都
市
と
同
様
に
、

市
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
自
家
用

車
に
依
存
す
る
傾
向
が
強
く
、
公
共

交
通
機
関
利
用
者
数
の
減
少
傾
向
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
中
で
も
バ
ス
利
用
者
は
年
々

減
少
し
、
ほ
と
ん
ど
の
乗
合
バ
ス
路

線
は
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、
廃
止
路

線
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

路
線
バ
ス
が
唯
一
の
公
共
交
通
機

関
で
あ
る
周
辺
地
域
に
あ
っ
て
日
常

の
生
活
の
足
と
な
っ
て
い
る
路
線
バ

ス
の
廃
止
は
、
地
域
社
会
の
経
済
活

動
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
医
療
・
福
祉

の
面
で
も
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す

こ
と
が
考
え
ら
れ
、
高
齢
者
が
利
用

し
や
す
い
新
し
い
運
行
シ
ス
テ
ム
の

確
立
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
様
な
状
況
下
当
市
で
は
、
10

人
乗
り
程
度
の
小
型
車
両
（
ロ
ン
グ

バ
ン
）
を
利
用
し
て
高
齢
者
が
多
く

暮
ら
し
て
い
る
周
辺
部
に
お
い
て
、

利
用
者
を
自
宅
玄
関
先
近
く
ま
で
送

迎
で
き
る
シ
ス
テ
ム
乗
合
タ
ク
シ
ー

（
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
）
の
導
入

を
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

本
格
導
入
に
先
立
ち
、
利
用
さ
れ
る

皆
様
に
と
り
ま
し
て
使
い
勝
手
の
よ

い
、
よ
り
よ
い
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す

る
た
め
、
市
内
南
部
地
域
で
３
月
４

日
か
ら
３
月
27
日
ま
で
実
証
実
験
運

行
を
行
い
ま
し
た
。

高
齢
者
の
た
め
に
４
月
１
日
本
格
運
行

 

４
月
１
日
よ
り
月
・
水
・
金
は
嫗

岳
コ
ー
ス
、
火
・
木
・
土
は
宮
砥
コ

ー
ス
を
設
定
し
、
竹
田
交
通
（
受
託

事
業
者
）
に
よ
る
乗
合
い
タ
ク
シ
ー

を
１
日
５
便
（
往
路
２
便
、
復
路
３

便
）運
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

実
証
実
験
中
に
い
た
だ
い
た
ご
意
見

を
参
考
に
の
り
ば
を
増
や
す
等
の
工

夫
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
竹
田
温

泉
花
水
月
入
浴
料
と
セ
ッ
ト
に
な
っ

た
割
引
券
（
５
０
０
円
）
も
販
売
し

ま
す
。

　

今
後
は
、
タ
ク
シ
ー
協
会
と
も
連

携
を
図
り
、
こ
れ
ま
で
地
域
交
通
手

段
の
な
か
っ
た
地
域
へ
の
導
入
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
事
業
を

大
い
に
役
立
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん

の
生
き
生
き
と
し
た
表
情
が
、
街
中

で
輝
く
、
彩
り
豊
か
な
竹
田
の
創
出

に
努
め
ま
す
。

!!

愛 称 募 集
　本年 4 月 1 日㈭から始まる乗合タクシーがより多く
の皆さんに利用してもらい、長く親しみをもってもら
えるような愛称を募集します。奮ってご応募ください。
○募集期間　平成 22 年 4 月 23 日㈮まで
○募集内容　①『竹田市乗合いタクシーの愛称』
　　　　　　②理　由
　　　　　　③応募者名前
　　　　　　④応募者住所・連絡先

　採用させていただいた「愛称」
を応募された方には記念品を進呈
いたします。（採用した愛称に複数
応募があった場合は、抽選の中か
らお一人に記念品を贈らせていた
だきます。）

○提 出 先　企画情報課まで直接提出してください。
　　　　　　※郵便、ファックスでも受け付けています。
　　　　　　〒878-8555　竹田市大字会々 1650 番地
　　　　　　FAX 63-0955
○お問い合せ　企画情報課　☎ 63-1111（内線 223）

いのちをまもるやさしいまちへ
　竹田市は高齢化率 39.17%（平成 21 年 3月 31 日現在）で全国の市（市区町村等別）のな
かでは 4位、また 75歳以上の後期高齢者の割合を示す後期高齢化率においては、23.23%に
及び、全国の市のなかでは 1位となっています。3人に 1人が高齢者を支える現実のなかで、
高齢者が生きがいを持ち、子どもの医療にも安心な「いのちをまもるやさしいまち」に向かって、
市民のみなさんで支えあいましょう。

↑「定期的に病院に通っている私とし
　ては、路線バスの時は倍かかってい
　たので、利用料金が 300 円はすごく
　ありがたい。」（女性・滝部自治会）

こども診療所にハウス型の玩具寄贈
　2月4日、大分大学小児科
学講座泉達郎ほか医局員一
同から、子どもたちに喜ん
でもらおうと竹田市立こど
も診療所に、ハウス型の玩
具の寄贈がありました（待
合室に設置しております）。
ありがとうございました。

↑実証実験出発式
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●阿孫会長に委嘱状を交付

↑ベリーダンスをセクスィ～に披露（生涯学習発表会）

　「生涯学習まつり」が 3 月 13 日、竹田
市文化会館で開かれました。第 1 部高齢
者大学閉講式に続き、第 2 部では千葉県
習志野市秋津コミュニティ顧問の岸裕司
さんを講師に招き、地域住民が参加する
教育について講演をしていただきました。
第 3 部では各公民館や地区館などの代表
による民謡やハーモニカ演奏などの発表
会が行われました。

人生を豊かにする『学び』の姿勢

　『みのもんたの
朝ズバッ !』出演
中の杉尾秀哉 TBS
報道局編集セン
ター解説委員が、3 月 6 日に竹田商工会
館ホールで行われた竹田商工会議所と㈳
竹田法人会主催の講演会に出席、同番組
の裏話や政治経済、環境や観光など幅広
い分野にわたる講演をいただきました。

政治・経済をズバッと斬
る杉尾秀哉さんの講演→

↑フル・ハーフマラソンに
　約1,200人が参加。　　
　混雑するスタートゲート。

↑種目にノルディックウォーキング
　が初登場。あいにくの雨模様でも
　楽しかった !

↑給水所で選手を励ます
　「がんばって !」

名水の里を1,800人が
さわやかに力走

　『第 23 回岡の里名水マラソン大会』が 3 月 7 日に行わ
れ、約 1,800 人（史上最多申込み数 2,026 人）が参加し、
名水の里で各々の種目ごとに健脚が競われました。（うち
1,688 人が完走しました。）
　選手らは、豊かな自然と地元の人々とふれあいを楽し
みながら、走っていました。

防火を元気いっぱい呼びかけ

　

３
月
１
日
、
竹
田
市
消
防
本
部
と

竹
田
市
消
防
団
の
各
方
面
隊
で
は
、

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
週
間
の
一

環
と
し
て
保
育
園
児
た
ち
の
手
に
よ

る
防
火
パ
レ
ー
ド
や
送
水
の
中
継
訓

練
な
ど
を
行
い
、
防
火
の
意
識
を
高

め
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
悲

惨
な
災
害
が
起
き
な
い
よ
う
に
一
人

ひ
と
り
が
手
を
取
り
合
っ
て
、
ふ
る

さ
と
竹
田
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

翔け!未来に向かって

　

３
月
24
日
、
市
内
各
小
学
校
で
卒

業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
４
月
、
竹
田
小
学
校
と
明
治

小
学
校
は
統
合
さ
れ
、
今
年
度
「
新

生
・
竹
田
小
学
校
」
と
し
て
、
６
年

生
30
名
は
第
１
回
卒
業
式
を
迎
え
ま

し
た
。
後
藤
禮
子
校
長
は
卒
業
生
に

向
け
て
、「
自
分
の
夢
や
目
標
に
向

か
っ
て
、
努
力
を
し
て
く
だ
さ
い
」

と
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

環境保全の取り組みにご協力を

　

３
月
17
日
、
竹
田
市
環
境
審
議
会

条
例
に
基
づ
く
『
竹
田
市
環
境
審
議

会
』
を
開
か
れ
、
２
年
の
任
期
を
持

つ
10
名
の
新
任
、
再
任
の
委
員
を
委

嘱
、
あ
わ
せ
て
会
長
、
副
会
長
を
選

任
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
旧
焼
却
施
設
の

解
体
が
始
ま
り
、
跡
地
に
は
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
予
定
。
今

後
も
環
境
保
全
の
取
り
組
み
に
市
民

の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

訂正　広報たけた 3 月号『まちの話題』（14 頁）にて、「第 17 回室内綱引き大会」の記事のなかで、結果が「一般男性の部は 1 分団チーム、ミックスの部は 7
分団チームが優勝」とありましたが、正しくは「一般男性の部は 7 分団チーム、ミックスの部は 1 分団チームが優勝」でした。訂正します。（竹田市企画情報課）

●阿孫会長に委嘱状を交付
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●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。〔企画情報課　☎ 63-4801　E-mail：kikaku＠city.taketa.lg.jp〕

（事業年度 : 平成 13 年度～ 21 年度、設計速度：50km/h）

国
道
442
号
線

久
住
バ
イ
パ
ス
開
通

　

久
住
町
中
心
部
の
幅
員
狭
小

区
間
を
解
消
す
る
た
め
、
平
成
13

年
度
か
ら
事
業
実
施
さ
れ
た
久

住
バ
イ
パ
ス
が
完
成
し
、
３
月
19

日
、
開
通
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
道
拡
幅
部
分
を
含
め
延
長

１
、８
２
０
メ
ー
ト
ル
の
２
車
線

道
路
は
、
生
活
や
通
勤
、
通
学
に

加
え
、
新
た
な
観
光
動
線
に
寄
与

す
る
観
光
道
路
と
し
て
の
役
割

も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

↑山菜ロゴマークデザ
　イン最優秀賞・小庄
　登代子さんの作品↑これは美味しい !　試食会は大好評 !

救急活動協力者に感謝状

　

く
じ
ゅ
う
花
公
園
内
駐
車
場
で
発

生
し
た
車
両
火
災
に
お
い
て
、
消
防

署
へ
の
通
報
と
迅
速
な
消
火
活
動
に

よ
り
、
初
期
の
段
階
で
消
火
に
成
功

し
た
、
江
崎
義
博
さ
ん
（
別
府
市
）、

河
野
千
代
子
さ
ん
（
大
分
市
）、
濱

田
恵
太
さ
ん
（
大
分
市
）
の
３
名
に
、

２
月
25
日
、
竹
田
市
消
防
本
部
は
感

謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

グリーン・ツーリズムを考える集い

　

３
月
５
日
、「
竹
田
市
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
考
え
る
集
い
」
が
久

住
公
民
館
で
開
催
。
北
海
道
大
学
観

光
学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー
の
佐
藤
誠

教
授
に
よ
る
基
調
講
演
の
あ
と
、
地

元
の
来
ち
ょ
く
れ
竹
田
研
究
会
会
長

ら
も
参
加
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
将
来
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
し
ま
し
た
。

↑紙びなを川に流す園児たち

すこやかな成長を祈る “流し雛”
　第 12 回岡藩城下町雛まつりのフィナー
レを飾る「流し雛」が 3 月 12 日、豊後竹
田駅前稲葉川の河川敷で行われました。
　流した雛に元気で健やかに育つようにと
いう祈りを込めて、ひとつずつ流します。

しらゆり幼稚園、竹田幼
稚園、竹田保育所の 76
名が参加し、園児たちは
紙びなの入った竹船をゆ
っくり水面に浮かべてい
ました。

椎
茸
の
駒
打
ち
体
験

　
３
月
５
日
、
祖
峰
小
学
校
の
児
童

た
ち
が
椎
茸
の
駒
打
ち
を
体
験
し
ま

し
た
。
採
取
ま
で
２
年
間
、
こ
れ
か

ら
観
察
を
し
て
い
き
ま
す
。

有
害
鳥
獣
か
ら
の
被
害
を
防
げ

　

竹
田
市
は
、
国
の
経
済
危
機
対
策

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
有
害
鳥
獣

被
害
防
止
対
策
事
業
と
し
て
「
竹
田

市
箱
ワ
ナ
導
入
事
業
」
を
実
施
、
イ

ノ
シ
シ
用
85
基
、
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ

兼
用
45
基
、
計
１
３
０
基
の
箱
ワ
ナ

を
購
入
。
高
森
・
竹
田
・
高
千
穂
鳥

獣
害
防
止
広
域
対
策
協
議
会
が
導
入

し
た
17
基
と
合
わ
せ
、
１
４
７
基
を

市
内
13
地
区
に
無
償
貸
し
付
け
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
か
ら
交
通
安
全
を
啓
発

　

第
29
回
「
大
分
県
交
通
安
全
広
報

紙
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
【
啓
発
物
品
な

ど
の
部
】
に
お
い
て
、
県
交
通
安
全

協
会
竹
田
支
部
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
協

議
会
（
三
浦
美
音
子
会
長
）
が
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

↑児童の 7割の家庭が栽培農家という
　こともあり、家の手伝い等で手慣れ
　ていました。

素材を生かした
魅力あふれる一品をめざして

　ふるさと産業振興センター協議会主催「ふるさと食の研
究発表会」が３月９日、竹田市文化会館で開かれました。
　地域の食材を利用し、新しい加工商品づくりに取り組ん
できた１年間の成果を発表。８団体が「かぼすジャム」や「酒
パンバーガー」、「黒毛和牛特製ハンバーグ」、「竹の子寿司」、

「薬用石鹸」、「キク芋の干菓子」など、20 種類以上の研究
発表品を披露しました。
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学
校
に
お
け
る
経
済
教
育
の
一
環
と
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
株
式
投
資
を

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
学
習
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
『
日
経
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
リ
ー
グ
』
と
は

中
学
生
、高
校
生
、大
学
生
を
対
象
に
し
た「
自

主
テ
ー
マ
に
よ
る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
学
習
」

及
び
「
レ
ポ
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
す
。

　

情
報
科
学
高
校
チ
ー
ム
が
テ
ー
マ
に
掲
げ

た
「
富
国
強
徳
〜
『
資
本
主
導
』
に
よ
る
日

本
活
性
化
投
資
へ
の
挑
戦
〜
」
は
過
去
の
日

本
経
済
史
の
分
岐
点
で
偉
業
を
残
し
た
人（
聖

徳
太
子
、
坂
本
龍
馬
、
福
沢
諭
吉
ほ
か
）
の

教
え
か
ら
モ
ラ
ル
の
強
化
、
再
生
が
急
務
と

い
う
こ
と
を
導
き
、
道
州
制
を
用
い
た
日
本

を
舞
台
に
、
各
地
域
の
未
来
イ
メ
ー
ジ
に
合

う
銘
柄
を
選
び
、
株
式
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
力
作
。『
株
式
選
択
の
時
限
を
越
え
て
、

日
本
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
網
羅
し
、
地

域
・
業
種
を
選
定
基
準
と
し
た
綿
密
な
分
析

を
し
て
い
る
…
。』と
の
審
査
員
の
評
価
。「
今

回
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
モ
ラ
ル
を
投
資
に
活
か

す
と
い
う
も
の
で
す
が
、
そ
の
モ
ラ
ル
を
点

数
化
す
る
こ
と
が
一
番
難
し
か
っ
た
」
と
話

す
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
佐
久
間
く
ん
。
生
き

た
経
済
に
ふ
れ
、
自
ら
考
え
、
学
ん
で
い
く

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
人
生
に
お
い
て
素

晴
ら
し
い
経
験
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
（
チ
ー
ム
の
顧
問
で
情
報
科
学
高
校
を
２
度

目
の
最
優
秀
賞
に
導
い
た
衞
藤
準
教
諭
。
旧

竹
田
商
業
高
校
ワ
ー
プ
ロ
部
を
幾
度
も
全
国

一
に
導
い
た
こ
と
の
あ
る
指
導
者
で
す
）

大分の金融教育のレベルの高さを
全国に示せたのは光栄に思う

第 10 回日経 STOCK リーグコンテストにおいて「富国強徳～資本主導による日本活性化投資への挑戦
～」が最優秀賞、金融担当大臣賞受賞した、県立情報科学高等学校チーム（3年生 4名）のリーダー

佐
さ く ま

久間　士
まもる

 　（一本木・18 歳）

〔県立情報科学高チーム〕佐久間　士（3年）、大山唯依（3年）、
小野魁斗（3年）、齊藤颯哉（3年）　　　指導教官　衞藤　準教諭

↑「生徒目線の新聞づくりに心がけたい」という佐藤さん（左）と
　河野さん（右） 

新聞づくりは人と向かい合い、
関わりあうことです
　大東文化大学主催「第39回全国高校新聞コンクール」で、
竹田南高校新聞（顧問・大塚ふみ教諭）が全国145 点の中
から県内唯一の奨励賞を受賞しました。
　同高新聞部は昭和 63 年創部。昨年11月には県学校新聞
コンクールで14 年連続 15回目のとなる最優秀賞を受賞。
また平成18年にはこれまでの活動が評価され、高校新聞界
の最高の栄誉といわれる「新聞教育賞」を受賞しています。
　現在部員は、河野美里さん（2年）と佐藤詩織さん（2年）
のふたり。何となくと決めてしまった入部でしたが、最近で
は「この人を書いてあげたい」という、記者魂も感じてい
るようです。
　毎日放課後、2 時間半の部活時間に企画、取材、執筆な
どを分担。編集はパソコンによる新聞製作ソフトでレイア
ウトを決め、見出しはオリジナリティを出すため手描きにこ
だわっています。年間、「体育祭」などの特集号も含め16
号を発行しています。「一人ひとりに密着して、記事で学校
の様子を届けたい」と話す河野部長。生徒の大半が寮生活
のため、親元に送られる新聞は学園生活の情報源としての
役割も果たしているそうです。
　この 2 年間の新聞製作から何を学んだかを佐藤さんにお
聞きしました。その成長を裏付けるかのように、「新聞づ
くりは紙面と向かい合うのではなくて、人と向かい合い、
関わりあうことです」と語ってくれました。

「第 39回全国高校新聞コンクール（大東文化大主催）」で奨励賞を受賞

竹田南高校新聞部 
河
こう

野
の

美
み

里
さと

（17 歳・ニュータウン七里）    佐
さ

藤
とう

詩
し

織
おり

（17 歳・熊地）

↑一番の収穫は「株も人間も生き物
　なので、やはり大事なのは〝心〟。
　何事にも信念を持つことの必要性
　を学んだ。」と語る佐久間士くん
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今月のひと

　

愛
知
県
で
同
期
入
社
の
五
十
蔵
さ
ん
と
出
会
い
、

平
成
３
年
に
結
婚
。
２
人
の
子
ど
も
を
授
か
り
ま
し

た
が
、
知
的
障
害
が
あ
り
ま
し
た
。
家
族
の
将
来
を

見
据
え
て
、農
業
の
道
に
進
む
こ
と
を
決
断
し
ま
す
。

平
成
９
年
に
就
農
先
の
竹
田
市
へ
Ｉ
タ
ー
ン
。
３
年

後
、
現
在
の
菅
生
地
区
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。
苦
労

の
末
、よ
う
や
く
農
業
も
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
矢
先
、

五
十
蔵
さ
ん
に
が
ん
が
発
覚
し
ま
し
た
。

　

五
十
蔵
さ
ん
は
２
年
半
の
闘
病
生
活
の
な
か
で
、

病
気
に
な
っ
た
辛
さ
で
い
ろ
い
ろ
な
葛
藤
が
あ
り
、

家
族
に
厳
し
く
あ
た
る
時
期
や
口
論
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

　

亡
く
な
る
３
か
月
前
、
…
病
院
か
ら
手
紙
が
届

き
ま
し
た
。『
親
愛
な
る
ち
い
ち
ゃ
ん
へ
』。
そ
こ
に

は
「
い
つ
も
心
配
か
け
て
申
し
訳
な
い
ね
。
い
ろ
い

ろ
応
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
…
と
い
う
真
面
目

で
責
任
感
の
強
い
五
十
蔵
さ
ん
ら
し
い
家
族
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
２
月

６
日
、
眠
る
よ
う
に
息
を
引
き
取
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
千
秋
さ
ん
に
は
悲
し
み
に
く
れ
る
間
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
夏
の
繁
忙
期
の
農
作
業
、
子

ど
も
た
ち
の
世
話
、実
母
が
他
界
…
。そ
れ
で
も
日
々

は
慌
し
く
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　

や
が
て
迎
え
た
自
分
の
誕
生
日
の
９
月
５
日
。
募

集
要
項
が
掲
載
さ
れ
た
記
事
に
偶
然
目
が
と
ま
り
、

応
募
を
決
意
。「
あ
な
た
が
残
し
て
く
れ
た
野
菜
の

記
録
の
お
陰
で
夏
が
越
せ
た
か
ら
、
何
と
か
な
っ
て

る
よ
」
と
い
う
思
い
を
伝
え
た
く
て
、
あ
の
時
の
手

紙
の
返
事
を
書
い
た
そ
う
で
す
。

『
親
愛
な
る
い
そ
ち
ゃ
ん
へ

 「
親
愛
な
る
ち
い
ち
ゃ
ん
へ
」
の
書
き
出
し
で
、
生

前
あ
な
た
は
私
に
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
く
れ
ま
し
た
。

今
度
は
私
か
ら
で
す
。
秋
に
な
り
、
里
山
は
彼
岸

花
が
色
づ
き
を
加
え
て
キ
ン
モ
ク
セ
イ
が
香
り
を

運
ん
で
き
ま
す
。
農
作
業
が
忙
し
か
っ
た
夏
が
終

わ
り
ま
し
た
。
あ
な
た
か
ら
は
、
慌
し
い
私
た
ち

が
見
え
て
い
ま
し
た
か
？

　

日
中
暑
か
っ
た
夏
の
日
の
夕
方
、
西
の
畑
に
夕

陽
を
見
に
行
く
と
さ
わ
や
か
な
風
に
包
ま
れ
ま
す
。

畑
が
大
好
き
だ
っ
た
あ
な
た
は
日
が
暮
れ
る
ま
で

畑
に
い
て「
ご
は
ん
よ
ー
」っ
て
呼
び
に
行
く
と「
お

う
！
」
っ
て
に
こ
に
こ
戻
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
今
で

も
畑
に
行
く
と
「
お
う
！
」
っ
て
出
て
き
そ
う
で
す
。

　

結
婚
し
て
長
男
、
次
男
が
生
ま
れ
、
二
人
と
も

に
知
的
な
遅
れ
が
わ
か
っ
た
と
き
、
私
た
ち
は
と

て
も
落
ち
込
み
ま
し
た
。
障
が
い
児
を
育
て
る
大

変
さ
で
暗
く
な
っ
て
い
く
私
を
見
て
、
あ
な
た
は

考
え
た
末
に
「
二
人
と
も
体
は
丈
夫
そ
う
だ
か
ら
、

将
来
は
畑
仕
事
を
一
緒
に
す
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
。

早
め
に
そ
の
基
礎
を
作
る
た
め
に
脱
サ
ラ
し
て
新

規
就
農
し
よ
う
と
思
う
」
と
言
い
ま
し
た
。
私
は

「
い
い
ね
え
」
と
即
答
し
、
そ
れ
か
ら
あ
な
た
は
無

農
薬
・
無
化
学
肥
料
で
の
野
菜
作
り
を
一
か
ら
築
き

上
げ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
娘
を
授
か
っ
た
と
き
、

あ
な
た
は
本
当
に
う
れ
し
そ
う
で
し
た
ね
。
一
通
り

の
野
菜
が
作
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
っ
と
軌
道
に

乗
っ
て
き
た
と
思
っ
た
矢
先
、
あ
な
た
は
余
命
三
か

月
の
病
に
倒
れ
ま
し
た
。
ど
う
し
よ
う
と
落
ち
込

む
私
に
「
俺
は
大
丈
夫
、
死
ぬ
気
が
し
な
い
か
ら
。

克
服
し
て
み
せ
る
」
と
、抗
が
ん
剤
の
道
を
選
ば
ず
、

玄
米
菜
食
、
民
間
療
法
と
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し
て

二
年
半
、最
後
ま
で
「
生
き
た
い
。
何
と
か
し
た
い
」

と
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
が
落
ち
込
ん
で
い
る

と
き
に
助
け
て
く
れ
た
の
は
い
つ
も
あ
な
た
で
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
。

　

私
た
ち
家
族
は
…
大
丈
夫
で
す
。
農
業
を
続
け
、

こ
の
土
地
で
普
通
に
生
活
し
て
い
ま
す
。
夕
食
時
、

畑
で
と
れ
た
野
菜
を
料
理
し
て
食
卓
を
囲
み
、
お

い
し
い
な
あ
と
感
じ
な
が
ら
、
一
日
の
出
来
事
を
話

し
あ
い
、
笑
い
、
今
日
も
一
日
過
ぎ
た
な
あ
と
思
う
。

毎
日
の
こ
の
繰
り
返
し
が
で
き
れ
ば
十
分
幸
せ
と

思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
よ
。
子
供
た
ち
も
、
毎

日
元
気
に
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。
今
の
子
供
た

ち
を
あ
な
た
が
見
る
と
「
久
し
ぶ
り
だ
な
あ
、
ほ

ん
と
に
成
長
し
た
な
あ
」
と
喜
ん
で
く
れ
る
で
し
ょ

う
ね
。
そ
の
言
葉
を
聞
き
た
い
で
す
。
聞
け
る
こ

と
な
ら
。
い
つ
の
日
か
私
の
中
で
は
っ
き
り
と
そ
の

声
を
聞
け
る
日
が
く
る
ま
で
、
私
は
足
を
止
め
ず
、

で
も
ぼ
ち
ぼ
ち
と
で
き
る
範
囲
で
、
そ
し
て
し
っ
か

り
と
前
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
見

守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
ね
。』

　
『
千
の
風
に
な
っ
た
あ
な
た
へ
贈
る
手
紙
』 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朝
日
文
庫
・
朝
日
新
聞
出
版
）
よ
り

　

苦
境
の
な
か
で
満
た
さ
れ
る
幸
福
感
を
語
っ
て

く
れ
た
千
秋
さ
ん
。
最
後
に
、
同
じ
よ
う
な
境
遇

の
方
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
一
日
一
日
を
大
事
に
生
き
よ
う
と
す
れ
ば
、
今

す
べ
き
こ
と
は
見
え
て
き
ま
す
ね
。」

一
日
一
日
を
大
事
に
生
き
よ
う
と
す
れ
ば
、

今
す
べ
き
こ
と
は
見
え
て
く
る

　大切な人を亡くした悲しみを乗り越え、再び前を向いて歩き出した体験を公募し
た「千の風になったあなたへ贈る手紙」の表彰式が 3月 6日、東京・築地の浜離宮
朝日小ホールで行われました。応募総数は 5056 編。市内で農業を営む久保田千秋
さんは、癌で亡くなった夫、五

い そ し

十蔵さん（享年 48歳）に宛てた「親愛なるいそちゃ
んへ」が、5人の選考委員賞のひとつ「俵万智賞」を受賞されました。

　久
く ぼ た

保田  千
ち

  秋
あき

 　（池部・46 歳）

「千の風になったあなたへ贈る手紙」で俵万智賞（選考委員賞）を受賞した

故・五十蔵さんを囲んで（上から）
長男・泰千郎くん、次男・龍士郎
くん、千秋さん、長女・葉月ちゃん。
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農業土木遺産を活かした───────────まちづくりフォーラム

エコミュージアム構想の実現に向けて

新
た
な
観
光
動
線
を
生
み
だ
す

〜
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
観
光
圏
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
〜

　
「
九
州
新
幹
線
全
線
開
通
で
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
は
ど
う
変
わ
る
？
」と
題
し
、

阿
蘇
く
じ
ゅ
う
地
域
デ
ザ
イ
ン
会
議
が
主
催
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
３

月
13
日
、
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
１
年
の
新
幹
線
全
線
開
通
を
見
据
え
、
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
た
広
域
連
携
が
、
竹
田
や
阿
蘇
市
な
ど
、
中
九
州
に
誘
客
を

も
た
ら
す
新
た
な
観
光
動
線
。
そ
の
構
築
を
す
る
時
は
今
で
す
。

　

午
前
中
行
わ
れ
た
岡
城
跡
や
城
下

町
に
関
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の

報
告
と
「
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
観
光
圏
整

備
事
業
」
の
説
明
の
後
、
阿
蘇
地
域

振
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
坂
元
英

俊
事
務
局
長
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
、
佐
藤
義
興
阿
蘇
市
長
、
旅
行
情

報
誌
九
州
じ
ゃ
ら
ん
等
の
長
田
佳
子

編
集
長
、
首
藤
市
長
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
両
市
を
中

心
と
し
た
広
域
連
携
の
重
要
性
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
分
県
の
西
の
玄
関
口
と
し
て
、

道
の
駅
す
ご
う
や
中
九
州
高
規
格
道

路
の
整
備
、
阿
蘇
熊
本
空
港
及
び
空

港
連
絡
バ
ス
を
活
用
し
た
当
市
独
自

の
施
策
に
加
え
、
滞
在
交
流
型
観
光

の
仕
組
み
づ
く
り
や
国
内
外
へ
の
情

報
発
信
強
化
を
含
め
た
阿
蘇
カ
ル
デ

ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
博
覧
会
（
愛
称:

阿

蘇
ゆ
る
っ
と
博
）へ
の
参
画
を
通
じ
、

新
た
な
観
光
戦
略
の
展
開
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

↑左から坂元事務局長、長田編集長、佐藤、首藤両市長

エコミュージアム構想の実現に向けて

農業土木遺産を活かした───────────まちづくりフォーラム

　

地
域
力
に
目
覚
め
る
た
め
の
〝
気

づ
き
〞
の
機
会
と
し
て
、「
農
業
土

木
遺
産
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
が
３
月
７
日
、
竹
田
市

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
会
場
に
は

１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
東
京
大
学
大
学
院
工

学
系
研
究
科
の
中
井
祐
准
教
授
が
基

調
講
演
を
行
い
、
東
京
大
学
景
観
研

究
室
の
篭
橋
敦
志
さ
ん
と
金
井
雄
太

さ
ん
が
「
竹
田
の
景
観
の
魅
力
を
探

る
」
と
題
し
て
、
竹
田
の
町
の
景
観

研
究
を
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨

年
か
ら
「
白
水
ダ
ム
周
辺
整
備
に
係

る
基
本
計
画
」
を
受
託
し
、
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
る「
有
限
会
社
イ
ー
・

エ
ー
・
ユ
ー
」
の
崎
谷
浩
一
郎
代
表

が
そ
の
概
要
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

中
井
准
教
授
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
務
め
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
の
実
現
に

向
け
、
活
発
な
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

パ
ネ
リ
ス
ト

猪
野　

一
男
（
竹
田
研
究
所
研
究
員
）

・「
こ
の
地
域
で
し
か
な
い
、
そ
の

歴
史
の
な
か
で
生
ま
れ
た
も
の
が
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
置
か
れ
て

い
る
立
場
か
ら
す
る
と
、
愚
痴
を
言

っ
て
、
希
望
の
な
い
こ
と
で
悩
む
よ

り
は
、
お
互
い
が
も
っ
と
交
流
を
し

て
、
多
く
の
人
と
交
わ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
元
気
を
取
り
戻
す
こ
と
の
大

切
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。」

・「
特
に
白
水
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
全

国
に
映
画
等
で
流
れ
た
と
い
う
こ
と

で
、
大
変
な
お
客
さ
ん
が
お
見
え
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
私
も
そ
の
道
路

上
に
お
り
ま
す
か
ら
、
し
ば
し
ば
道

を
聞
か
れ
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
案
内

を
し
た
ら
い
い
か
、
こ
れ
を
地
域
の

活
性
化
に
結
び
つ
け
る
か
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
」

崎
谷
浩
一
郎
（
㈲
ｅ
ａ
ｕ
代
表
）

・「
白
水
ダ
ム
周
辺
整
備
計
画
は
、
必

ず
し
も
す
ぐ
に
経
済
効
果
が
生
ま
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
竹
田
の
未
来
を
見
据
え
た

時
に
は
方
向
は
間
違
っ
て
い
な
い
と

確
信
し
て
い
ま
す
。
少
な
く
と
も
今

ま
で
築
き
あ
げ
て
き
た
竹
田
の
文

化
、
生
活
と
い
う
も
の
を
次
に
し
っ

か
り
引
き
継
い
で
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
そ
の
展
望
を
前
に
進
む
光

と
し
て
、
僕
は
見
て
い
ま
す
」

首
藤
市
長

・「
竹
田
の
町
の
再
生
で
い
ち
ば
ん

大
切
な
の
は
、
受
け
継
い
で
き
て
い

る
価
値
感
の
再
生
だ
と
思
い
ま
す
。

農
業
土
木
遺
産
も
そ
の
一
つ
で
あ

り
、
価
値
観
の
再
生
の
先
に
は
経
済

的
な
面
で
の
再
生
に
向
け
た
仕
掛
け

づ
く
り
も
視
野
に
入
れ
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。」

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

中
井　

祐
（
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
准
教
授
）

・「
白
水
ダ
ム
を
ず
っ
と
農
業
用
施

設
と
し
て
運
用
・
管
理
を
さ
れ
て
き

た
方
か
ら
す
る
と
、
重
要
文
化
財
や

観
光
施
設
と
し
て
位
置
付
け
、
利
用

す
る
と
い
う
こ
と
は”

外
部
の
理
論”

と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
も
仕
方
の

な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
農
業
用

土
木
遺
産
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す

た
め
に
は
、
関
係
す
る
方
々
と
の
議

論
や
対
話
を
地
道
に
続
け
な
が
ら
、

い
い
出
口
を
模
索
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。」

　

中
井
准
教
授
は
「
こ
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
竹
田
の

暮
ら
し
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
を
ど

う
や
っ
て
継
承
し
て
い
く
か
と
い
う

議
論
が
ど
ん
ど
ん
盛
ん
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
ま
と
め
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

阿蘇くじゅう地域デザイン会議
とは？
　世界に誇る「阿蘇くじゅう国
立公園」を舞台に大分・熊本両
県の広域連携を図る中で、この
地域の観光や文化の振興、情報
発信や環境・景観保全の取り組
みを行うため、平成 18 年に設
立された組織
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竹
田
出
身
の
誇
り
を
胸
に

　

銀
座
で
飲
食
店
の
仕
事
を
し
て
い

る
と
、
毎
日
が
新
し
い
出
会
い
の
連

続
で
す
。
名
刺
交
換
を
す
る
と
、
ま

ず
、
お
客
様
か
ら
、「
稲
葉
っ
て
？

何
の
名
前
？
」
と
い
う
質
問
を
受
け

ま
す
。私
の
お
店
２
店
の
名
前
は「
稲

葉
」
と
い
い
ま
す
。
ご
存
じ
、「
稲

葉
川
」
の
「
稲
葉
」
で
す
。
そ
こ
か

ら
、
い
つ
も
、「
竹
田
市
」
に
つ
い

て
、
し
ば
し
話
が
盛
り
上
が
り
る
の

で
す
が
、大
部
分
の
方
は
、「
竹
田
市
」

の
こ
と
を
よ
く
ご
存
じ
で
す
。
同
じ

く
ら
い
の
大
き
さ
の
町
に
比
べ
て
、

「
竹
田
市
」
は
断
然
知
名
度
が
高
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

川
の
話
か
ら
、釣
り
好
き
の
方
は
、

鮎
や
エ
ノ
ハ
の
話
に
発
展
し
ま
す
。

芸
能
に
詳
し
い
方
は
、「
荒
城
の
月
」

や
瀧
廉
太
郎
の
こ
と
、
田
能
村
竹
田

や
朝
倉
文
夫
の
こ
と
、
昔
か
ら
能
を

始
め
芸
能
が
盛
ん
な
町
で
あ
る
こ
と

ま
で
話
が
弾
み
ま
す
。

　

美
容
関
係
の
方
と
お
話
す
る
と
、

長
湯
の
炭
酸
泉
が
エ
ス
テ
界
で
は
大

注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
山
が
好
き

な
方
は
、
久
住
や
祖
母
に
登
っ
た
話

を
し
つ
つ
「
坊
が
つ
る
讃
歌
」
を
歌

い
ま
す
。
歴
史
が
好
き
な
方
は
、
岡

城
の
こ
と
や
、
廣
瀬
武
夫
の
こ
と
。

ス
ポ
ー
ツ
の
好
き
な
方
と
は
、
竹
田

で
は
武
道
が
盛
ん
な
こ
と
や
、
駅
伝

や
マ
ラ
ソ
ン
選
手
が
多
い
こ
と
。
料

理
好
き
な
方
と
お
話
す
る
と
、
ど
ん

こ
椎
茸
や
カ
ボ
ス
の
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
豊
後
牛
や
鶏
、
ト
マ
ト
や
山
菜

が
美
味
し
い
こ
と
、
お
菓
子
の
「
荒

城
の
月
」
の
こ
と
、
だ
ん
ご
汁
の
こ

と
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。
中
に
は
頭

料
理
を
ご
存
じ
の
方
も
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
人
気
No.
１
の
温
泉
地
、
黒

川
に
近
い
こ
と
、
名
水
百
選
に
あ
げ

ら
れ
て
い
る
こ
と
、
等
々
、
本
当

に
竹
田
に
関
す
る
話
題
は
尽
き
ま
せ

ん
。 

　

竹
田
市
出
身
の
方
が
、
来
店
さ
れ

る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

　

銀
座
の
お
客
様
は
大
企
業
の
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
や
、
各
界
で
活
躍
さ
れ
る

方
々
ば
か
り
で
す
が
、
そ
の
中
に
も

竹
田
の
方
が
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
東
京
で
活
躍
さ
れ
る
竹
田
人
の

イ
メ
ー
ジ
は
「
温
厚
、
誠
実
、
忍
耐

強
く
控
え
め
」
と
い
う
感
じ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
竹
田
は
周
囲
を

山
々
に
囲
ま
れ
て
冬
は
寒
さ
が
厳
し

く
、
夏
に
は
雨
風
強
く
て
洪
水
や
土

砂
災
害
も
あ
り
、
穏
や
か
な
気
候
と

は
言
い
難
い
で
す
。

　

そ
ん
な
環
境
の
中
で
生
ま
れ
育
つ

こ
と
、
田
舎
と
い
え
ど
も
歴
史
の
あ

る
町
だ
け
あ
っ
て
、
文
化
の
レ
ベ
ル

は
高
く
、
教
育
に
も
熱
心
な
こ
と
で
、

い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
活
躍
す
る
人
物

を
輩
出
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

銀
座
の
高
級
店
で
働
く
女
性
の
中

に
は
、
出
身
地
を
偽
る
人
も
多
く
い

ま
す
。
地
方
出
身
と
い
う
よ
り
も
、

東
京
生
ま
れ
、
横
浜
生
ま
れ
と
言
っ

た
方
が
、
セ
レ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
演

出
出
来
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

私
は
、「
稲
葉
」
を
店
名
に
し
て

い
る
く
ら
い
で
す
の
で
、
も
ち
ろ
ん
、

「
大
分
県
竹
田
市
出
身
、
田
舎
で
生

ま
れ
育
ち
ま
し
た
」
と
言
い
続
け
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
竹
田
市
出
身
で

あ
る
こ
と
に
心
底
誇
り
を
持
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。 

石
原
東
京
都
知
事

が
、
好
き
な
人
物
と
し
て
廣
瀬
中
佐

を
挙
げ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
「
坂
の
上

の
雲
」
で
も
廣
瀬
中
佐
が
登
場
し
た

こ
と
も
あ
り
、
ま
す
ま
す
、
実
直
で

品
格
が
高
く
、
人
間
味
豊
か
な
竹
田

人
の
イ
メ
ー
ジ
が
広
く
浸
透
し
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

20
年
前
の
バ
ブ
ル
、
そ
し
て
今
回

の
金
融
バ
ブ
ル
を
経
て
、
日
本
人
が

拝
金
主
義
に
走
っ
た
こ
と
を
反
省

し
、
再
び
清
貧
な
生
き
方
を
求
め
始

め
た
今
、
廣
瀬
武
夫
に
象
徴
さ
れ
る

竹
田
人
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
更
に
好
感

を
持
っ
て
日
本
中
に
知
ら
れ
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　

世
界
的
な
不
景
気
の
影
響
で
、
銀

座
も
厳
し
い
情
況
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
竹
田
出
身
の
誇
り
を
胸
に
、
ま

す
ま
す
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

竹田市は、愛と理想と志を思い起こさせるまちである。
　竹田出身でご活躍の先輩方に、生まれ育ったまちの空気感に思いを馳せ、
　　自由に筆を走らせていただいた。いま自分の人生に風を吹かせながら…

白
しらさか

坂　亜
あ き

紀 
略　歴 
1966 年、竹田市生まれ。 竹田小学校、竹田中学卒、竹
田高校卒業まで瀧廉太郎が少年時代を過ごした旧宅（現
在は記念館）で育つ。 
1985 年早稲田大学第一文学部入学、1991 年卒業。 
1996 年より銀座にクラブ「稲葉」を開店。 
現在、音楽ラウンジ「稲葉」、和食「きくち」、「バー
66」の 4 店舗を経営。 2 女の母。 趣味 ゴルフ、テニス、
シャンソン 
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広報たけた 平成22年4月号 24

55

ぼ
く
た
ち
・
わ
た
し
た
ち
の
学
び
舎

　

企
画
情
報
課
を
窓
口
に
、
年

１
回
の
執
筆
者
の
打
合
せ
会
を

２
月
に
も
ち
、
来
年
度
計
画
に

遺
漏
な
き
よ
う
情
報
交
換
い
た

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
掲
載
し
た
①
か

ら
53
ま
で
、
企
画
情
報
課
で
ま

と
め
た
綴
り
を
手
に
し
、
そ
の

活
用
法
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

①
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
築
の

　

一
環
と
し
て
〝
屋
根
の
な
い

　

展
示
室
〞
の
シ
ス
テ
ム
づ
く

　

り
を
進
め
、
よ
り
い
っ
そ
う

　

先
人
の
業
績
に
触
れ
や
す
く

　

で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

②
冊
子
に
仕
上
げ
、
市
民
に
広

　

く
渡
せ
な
い
か
。

③
各
地
区
で
顕
彰
コ
ー
ナ
ー
づ

　

く
り
が
促
進
で
き
な
い
か
。

な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

城
下
町
と
各
地
区
を
結
ぶ
シ

ン
ボ
ル
〝
宮
瀬
橋
〞
が
〝
や
す

ら
ぎ
公
園
〞
に
あ
り
ま
す
。〝
宮

瀬
橋
〞
に
学
ぼ
う
と
す
れ
ば
竹

田
創
生
館
に
岡
の
里
事
業
実
行

委
員
会
発
行
の
「
宮
瀬
橋
の
移

設
復
元
物
語
」
が
あ
り
、
つ
い

最
近
〝
石
と
水
を
護
る
会
議
〞

が
竹
田
研
究
所
に
よ
っ
て
〝
奥

豊
後（
竹
田
市
、豊
後
大
野
市
）〞

を
対
象
に
産
声
を
あ
げ
る
べ
く

宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

城
下
町
竹
田
に
あ
る
竹
田
荘

公
園
入
口
に
、
市
長
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
添
え
た
名
水
飲
み
場
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
併
設
さ
れ

て
い
る
竹
田
市
内
の
名
水
群
の

案
内
写
真
板
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
現
地
へ
行
く
こ
と
を
希

望
さ
れ
る
人
々
の
便
を
図
る
た

め
「
ド
ラ
イ
ブ
マ
ッ
プ
」
が
ポ

ス
ト
に
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
園
内
に
は
朝
倉
親
為
像
は

じ
め
多
く
の
顕
彰
碑
が
立
ち
並

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
核
に

し
て
湧
水
群
の
案
内
の
ご
と
く

先
人
た
ち
の
コ
ー
ナ
ー
に
案
内

で
き
な
い
か
。
歴
史
と
自
然
を

護
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
市
民

の
み
な
さ
ん
に
問
題
提
起
し
て

み
た
い
。　

　
　
（
仲
村
睦
雄
）

屋根のない常設展示室づくり
↑名水飲み場

竹
田
南
高
等
学
校

〝
心
の
駅
〞
と
呼
ば
れ
る
学
校
に
…

　
『
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。』

　

男
子
寮
生
の
元
気
な
〝
あ
い
さ
つ
〞

で
【
竹
田
南
高
校
】
の
朝
が
始
ま
り

ま
す
。
入
学
し
た
て
の
頃
は
、
自
分

に
自
信
が
も
て
ず
、
う
つ
向
き
加
減

だ
っ
た
生
徒
達
も
、
学
校
生
活
や
寮

生
活
に
慣
れ
る
に
つ
れ
、
声
に
も
力

が
備
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

何
気
な
い
〝
あ
い
さ
つ
〞
を
交
わ

す
中
で
、
生
徒
達
の
日
常
を
知
り
、

時
に
小
さ
な
心
の
変
化
に
気
付
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
入
口
で
あ
り
、
人
と
人
を
つ

な
ぐ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
る
〝
あ
い

さ
つ
〞。
私
達
は
、
こ
の
〝
あ
い
さ

つ
〞
を
大
切
に
す
る
学
校
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
達
【
竹
田
南
高
校
】
は
、

「
幸
福
な
人
間
を
つ
く
る
」
を
理
念

に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
「
幸
福
」
と
は
何
？
一
見
、
哲
学

的
な
問
い
で
す
が
、「
幸
福
」
と
は
、

自
分
の
夢
や
希
望
が
か
な
う
こ
と
、

あ
り
の
ま
ま
の
自
分
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
、
ま
た
、
大
切
な
家
族
や
友
人

に
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
等
々
…
。 

一

人
一
人
答
え
は
ち
が
っ
て
良
い
と
私

達
は
考
え
て
い
ま
す
。
た
と
え
中
学

校
ま
で
に
不
登
校
を
経
験
し
て
い
た

り
、
心
や
体
に
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
っ
て

も
、
ま
た
、
最
初
に
入
学
し
た
高
校

で
つ
ま
づ
い
た
と
し
て
も
、
学
び
の

環
境
を
変
え
、
自
分
と
気
の
合
う
仲

間
を
見
つ
け
る
こ
と
で
、生
徒
達
は
、

自
信
を
つ
か
み
、
幸
福
な
人
間
に
な

っ
て
い
き
ま
す
。

↑全校一丸となった体育祭

↑春の日差しを浴びて・杣谷校舎

↑涙と笑顔の卒業式

　

３
月
１
日
、
今
年
の
卒
業
式
が
あ

り
、
45
名
の
３
年
生
が
巣
立
っ
て
い

き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
が
一

杯
つ
ま
っ
た
学
舎
と
仲
間
達
に
別
れ

を
告
げ
て
い
く
姿
に
は
、
素
直
な
涙

と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
式

の
後
、
宮
崎
県
か
ら
来
て
い
た
生
徒

の
保
護
者
が
挨
拶
に
き
て
く
れ
ま
し

た
。『
正
直
、
最
初
は
う
ち
の
子
が

南
高
校
で
生
活
し
て
い
け
る
の
か
親

も
不
安
で
し
た
。
で
も
５
月
の
連
休

に
帰
省
し
た
際
、
た
だ
い
ま
を
言
う

間
も
な
く
友
達
と
楽
し
そ
う
に
電
話

し
て
い
る
姿
を
見
て
、
居
場
所
が
あ

る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。』

　
〝
ひ
と
は
ひ
と
の
中
で
育
つ
〞
と

言
わ
れ
ま
す
。
私
達【
竹
田
南
高
校
】

で
は
、
生
徒
達
が
安
心
し
て
自
分
を

出
せ
る
場
を
目
指
し
て
、
今
日
も
何

気
な
い
対
話
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

（
鈴
木　

明
）
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保健だより
竹 田 市 健 康 増 進 課　☎63-4810
荻支所いきいき市民課　☎68-2214
久住支所いきいき市民課　☎76-1419
直入支所いきいき市民課　☎75-2211

あさりと春野菜の酒蒸し
今月の食材 : あさり
　あさりは一年中出回っていますが、2 ～ 4 月が旬。
身が太り、旨みも増した今が潮干狩りのシーズン。自
分で採った貝でお料理してみませんか。砂だしは、2
～ 3% の塩水を貝が浸るくらい入れ、暗いところに置
きます。貝類の中でビタミンB12の含有量が一番多く、
また、カルシウム、マグネシウム、鉄分、タウリン、
亜鉛も多いです。お酒を飲む機会が増えるこの時期は、
その活躍に期待しましょう。

〈作り方〉――――――――――――――――――――――
①あさりは殻をこすり合わせてよく洗う。
②新玉ねぎは 1cm 厚さで切り、キャベツはざく切りに
　する。スナップえんどうは筋を取り、さっと茹でる。
③鍋に生姜、にんにくのみじん切りとあさりを入れ、
　酒を加えて蓋をする。
④貝の口が開いたら貝を取りだし、玉ネギとキャベツ
　を加えて柔らかくなるまで煮る。その間に桜エビを
　乾煎りする。
⑤出来上がったら貝と一緒に盛りつける。上に開いた
　スナップえんどうと桜エビを散らす。

〈材料〉（4 人分）

あさり………………………300g
酒………………………………100cc
生　姜…………………………10g
にんにく……………………1 かけ
新玉ねぎ……………………200g
春キャベツ…………………200g
スナップえんどう…………12本
桜エビ…………………………10g

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

☆
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

　

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
身
近
な
病
…
う
つ
病
・

認
知
症
を
知
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
平

成
22
年
１
月
18
日
か
ら
２
月
18
日
に

か
け
て
、
竹
田
・
荻
・
久
住
・
直
入

各
地
域
で
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

竹
田
地
域
で
は
竹
田
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
作
成
し
た
ビ
デ
オ

上
映
、荻
・
久
住
・
直
入
地
域
で
は
「
稲

葉
よ
ろ
う
ち
座
」
の
寸
劇
を
行
っ
た

後
、
医
療
法
人
雄
仁
会　

加
藤
病
院

副
院
長
の
甲
斐　

清
隆
先
生
に
よ
る

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
内
容
の
う
ち
、
う
つ
病

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
一
時
的
な
う
つ
」
と
『
う
つ
病
』

の
違
い
は
、
時
間
の
経
過
と
と

も
に
自
然
に
気
持
ち
の
切
り
替

え
が
で
き
る
か
ど
う
か
で
す
。

　

昔
か
ら
う
つ
病
に
な
り
や
す
い
性

格
と
し
て　

①
生
真
面
目　

②
几
帳

面　

③
責
任
感
が
強
い　

④
融
通
が

き
か
な
い　

等
が
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

う
つ
病
の
症
状
は　

①
抑
う
つ
気

分　

②
興
味
・
意
欲
の
低
下　

③
食

欲
の
低
下　

④
不
眠　

⑤
精
神
運
動

抑
制
（
頭
の
回
転
が
に
ぶ
く
な
る
）

⑥
易
疲
労
感　

⑦
不
安
・
焦
燥
感　

 

⑧
罪
責
感　

⑨
自
殺
念
慮
・
自
殺
企

図
（
死
ん
だ
方
が
楽
と
思
っ
て
し
ま

う
）
等
が
あ
り
ま
す
。

　

う
つ
病
の
初
期
の
段
階
で
は
、
身

体
症
状
等
を
訴
え
る
場
合
が
多
く
、

う
つ
病
だ
と
気
付
き
に
く
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
精
神
科
以

外
の
病
院
を
あ
ち
こ
ち
受
診
し
て
異

常
が
な
い
と
診
断
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

身
体
症
状
の
例

①
全
身
の
だ
る
さ　

②
胸
の
圧
迫
感
・

息
苦
し
さ　

③
胃
の
痛
み
・
便
秘　

④
体
重
減
少　

⑤
め
ま
い
感
・
耳
鳴

り　

⑥
頭
痛
・
あ
た
ま
が
重
い
感
じ

⑦
首
や
肩
が
こ
る　

⑧
か
ら
だ
が
ほ

て
る　

⑨
性
欲
が
お
ち
る
・
月
経
不

順　

な
ど
。

う
つ
病
は

　

早
期
発
見
が
大
切
で
す
。

　
「
も
し
か
し
て
…
」
と
思
っ
た
ら
、

早
め
に
専
門
医
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

た
け
た
ん

　
こ
こ
ろ
の
ホ
ッ
と
ラ
イ
ン

〜
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、

　

あ
な
た
の
気
持
ち
話
し
て
く
だ
さ
い
〜

竹
田
市
こ
こ
ろ
の
相
談
支
援
事
業
所

　

☎
63-
３
３
４
６

竹
田
市
健
康
増
進
課

　

☎
63-

４
８
１
０

竹
田
市
福
祉
事
務
所

　

☎
63-

４
８
１
１

豊
肥
保
健
所

　

☎
０
９
７
４-

22-

０
１
６
２

　

入
学
・
進
級
・
就
職
・
職
場
の
変
化
等
、
春
は
環
境
の
変
化
と
と
も
に

心
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
や
す
い
時
期
で
す
。

　

今
回
は
、
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。



図書館から

4月の
お知らせ

竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

「司書おすすめの1冊」

今月の新刊のご案内

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

❷

誕
生
お
め
で
と
う

広報たけた　❹　　も　く　じ

広報たけた 平成22年4月号 26

〔一般の本〕
・東京アクアリウム　　　　　　　　　小池　真理子 
・ゲゲゲの娘、ラララの娘、らららの娘　　水木　悦子
・ルポ貧困大国アメリカ 2　　　　　　　　堤　未果
・独りでできるもん 3　　　　　　　　森下　えみこ
・NHK「美の壺」 柳宗悦の民藝　　日本放送出版協会
〔こどもの本〕－直入図書室に入った本ですよー
・ぜつぼうの濁点　 　　　　　　　　 柚木　沙弥郎
・100 まで生きる ?　　　　　　　　　柳生　弦一郎
・こども　　　　　　　　　キャサリン・アンホルト
・くじらのうた　　　　　　　デヴィッド・ルーカス
・だいたいいくつ ?　　ブルース・ゴールドストーン

ほか 30 冊ほど購入しました。 4 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30
※カレンダー中の白抜きの日が
　休館日です。

「みんな、絵本から」
 　　　　　　柳田邦男

　今、大人こそ絵本を ! と
いうキャッチフレーズで活
動を続けている著者が10年
間取り組んで来た絵本とメ
ディアと子育ての問題につ
いてのエッセンスをまとめ
た 1冊です。ときには絵本
を手に取ってみませんか ! 

「あの路」 
山本けんぞう

　孤独な少年と 3 本
足の犬の出会い、友情。
そして別れ…。少年と
犬の魂の物語。人間に
とって一番大切なもの
は何でしょう。

　いせひでこさんの絵の素晴らしさも味わってく
ださい。

おはなし広場

　 4 月はお休みです !

おはなしルーム
日時　4 月 14 日㈬
　　　13：20 ～ 14：00
場所　えほんのへや

おはなしのへや
日時　毎週火曜日
　　　10：30 ～ 11：00
場所　竹田市立図書館
　　　『おはなしのへや』

ブックスタート
日時　4 月 21 日㈬
　　　14：00 ～
場所　竹田市総合
　　　社会福祉センター

　2月に急逝された「立松和平」さんの
図書コーナーを入り口に設置致しまし
た。ご冥福を心よりお祈り申し上げます。

　
　
　
　
　

 

竹田雑感④　西村　祐人……………………………………………………………2
日本一の桜街道をめざす南河内自治会の挑戦……………………………………3
平成22年度竹田市一般会計の予算をお知らせします……………………………4
竹田市の組織が新しくなります……………………………………………………7
平成22年度人事異動…………………………………………………………………8
【大蘇ダム】前進あるのみ! 国の方向性は示された………………………………11
【TSG】今試される自治体の政策立案能力…………………………………………12
シリーズ　ほろにが /生声!…………………………………………………………13
市長コラム⑨『有由有縁』…………………………………………………………14

【別冊 たけたん情報】 4 月のこよみ、たけたん情報  　　　　　　　　　　　　  

監査公表 /子ども手当が始まります………………………………………………15
食育ツーリズム雇用創出大作戦（最終回）………………………………………16
いのちをまもるやさしいまちへ……………………………………………………17

まちの話題 /TAKETAN FACE 今月のひと /エコミュージアム構想の実現に向け
て / 新連載・ふるさと風韻 / ぼくたちわたしたちの学び舎 / まるごと博物館 /
保健だより /食育レシピほか

絞りばあちゃんがいたまち・竹田（安藤宏子）…………………………………27

※「シリーズ産業おこし」は「シリーズほろにが」に内容変更をしました。

人口の
うごき

　　　　　　　　　（前 月 比）
人　口　25,699 人（－ 39 人）
　男性　11,967 人（－ 22 人）
　女性　13,732 人（－ 17 人）

　　　　　　　　　　　（前 月 比）
世帯数　10,601 世帯（－ 12 世帯）

住民基本台帳登録人数
（平成 22 年 2 月 28 日現在）
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大
分
市
出
身
の
染
色
家
、
安
藤
宏
子
さ
ん

の
長
年
に
わ
た
る
〝
豊
後
絞
り
〞
の
研
究
成

果
を
故
郷
で
発
表
す
る
「
安
藤
宏
子
・
豊
後

絞
り
の
魅
力
展
」（
県
立
芸
術
文
化
短
大
・
文

化
庁
主
催
）
が
３
月
２
日
か
ら
７
日
ま
で
県

立
芸
術
会
館
で
開
か
れ
、
６
日
に
は
安
藤
さ

ん
に
よ
る
「
豊
後
絞
り
に
魅
せ
ら
れ
て
」
と

題
し
て
、
講
演
会
が
同
会
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

日
本
の
絞
り
染
め
の
代
表
的
な
技
法
で
あ

る
「
豊
後
絞
り
」（
豊
後
の
木
綿
絞
り
、
別
名

三
浦
絞
り
）
は
木
綿
の
絞
り
で
、
豊
後
は
発

祥
地
で
し
た
。

　

ま
た
竹
田
市
に
お
い
て
は
、
藍
染
め
に
適

し
た
地
と
し
て
、
そ
の
文
化
が
息
づ
い
て
い

た
の
で
す
。（
今
回
の
「
豊
後
絞
り
展
」
の
冊

子
か
ら
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
）

　
『
豊
後
竹
田
に
残
る
豊
後
絞
り

　

木
綿
の
絞
り
布
は
日
常
使
い
の
衣
類
な
ど

で
あ
り
、
最
後
は
雑
巾
に
な
り
、
破
棄
さ
れ

る
た
め
、
全
国
的
に
も
に
遺
品
は
少
な
く
、

古
く
て
も
江
戸
後
期
か
ら
明
治
初
期
の
物
だ

け
で
あ
る
。

　

三
浦
木
綿
を
継
い
だ
萩
原
木
綿
の
流
通
は

竹
田
、
高
千
穂
、
人
吉
な
ど
の
山
間
部
ま
で

広
が
っ
て
い
た
。
竹
田
は
戦
前
ま
で
、
綿
の

栽
培
、木
綿
織
り
、木
綿
絞
り
が
盛
ん
で
あ
り
、

良
質
の
水
が
藍
染
め
に
適
し
、紺
屋
も
多
か
っ

た
。
佐
藤
唯
一
氏（
96
歳
）の
祖
母
・
佐
藤
キ
ョ

ウ
さ
ん
は
１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
に
84
歳

で
没
し
た
が
、高
度
な
絞
り
技
術
を
持
ち
「
絞

り
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
程
の
名
手
で

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
97
年
に
１
０
１
歳
で
亡
く
な
っ
た

安
あんどう

藤　宏
ひろ

子
こ

染色家（絞り染め） 工房「遊草庵」・「遊草会」
主宰
江戸時代に豊後から全国に広がっていき、
その後豊後では途絶えていた「豊後絞り」
を研究。その技法を現代に復活させて創作
と普及活動を展開し、国内外で広く活躍中。
大分市出身。神奈川県藤沢市在住

 

絞
り
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
た
ま
ち
・
竹
田

母
・
佐
藤
ツ
ギ
さ
ん
も
同
様
で
あ
っ
た
。

　

同
家
に
は
明
治
〜
大
正
期
の
上
品
な
「
絞

り
白
地
木
綿
の
夏
掛
布
団
２
枚
」、
浴
衣
、
座

布
団
、
絞
り
型
紙
、
半
加
工
の
絞
り
布
、
な

ど
が
残
っ
て
い
た
し
、
明
治
20
〜
30
年
頃
の

貴
重
な
絞
り
の
図
案
も
保
存
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
佐
藤
家
に
は
竹
田
出
身
で
別
府
絞
り

の
高
山
茂
氏（
高
山
絞
り
本
舗
・
明
治
13
年
生
）

と
、
絞
り
や
染
め
を
教
え
て
い
た
ヨ
シ
さ
ん

夫
婦
が
商
用
で
頻
繁
に
訪
れ
て
お
り
、
別
府

絞
り
の
供
給
元
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。

　

竹
田
で
は
、
絞
り
の
技
が
次
の
世
代
に
伝

わ
り
、
別
府
絞
り
の
括
り
手
が
育
っ
て
い
っ

た
。
由
布
院
や
日
田
地
方
に
も
三
浦
絞
り
の

職
人
が
多
く
い
た
と
言
う
。』

　

豊
後
で
は
、
そ
の
名
が
明
治
22
年
頃
に
途

絶
え
、以
降
は「
別
府
温
泉
絞
り
」へ
と
繋
が
っ

て
い
き
ま
し
た
。
現
在
、
安
藤
宏
子
さ
ん
が

講
師
と
し
て
、
大
分
市
で
開
か
れ
た
教
室
が

き
っ
か
け
と
な
り
生
ま
れ
た
「
ぶ
ん
ご
遊
草

会
」
は
、
豊
後
絞
り
を
再
現
し
、
伝
承
し
て

い
く
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

安
藤
さ
ん
は
講
演
の
最
後
を
次
の
よ
う
に

締
め
括
り
ま
し
た
。

　
「
豊
後
絞
り
は
木
綿
に
括
ら
れ
た
絞
り
染
め

で
あ
っ
て
、
庶
民
の
衣
類
等
と
し
て
、
多
く

の
人
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
４
０
０
年

以
上
も
前
に
、
故
郷
の
豊
後
で
始
ま
っ
た
絞

り
が
国
内
は
元
よ
り
海
外
に
ま
で
伝
わ
っ
て
、

今
も
な
お
作
り
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
思

う
と
、
私
は
何
か
誇
ら
し
い
気
持
ち
に
な
っ

て
い
ま
す
」。

　
（
安
藤
宏
子
様
、
大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
様 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
）

←豊後絞り（浴衣 /大正期）

↑竹田市の佐藤家に残っていた豊後絞り（明治期 /木綿夏掛
　け布団の部分）



こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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山
地
の
谷
沿
い
で
土
が
少
し
湿

っ
た
半
陰
地
に
生
育
す
る
多
年
草

で
す
。
長
さ
30
㌢
ほ
ど
の
茎く

き

は
横

に
は
い
、
先
端
が
斜し

ゃ
じ
ょ
う上
す
る
性
質

が
あ
り
、
し
ば
し
ば
群ぐ

ん
せ
い生
し
ま
す
。

　

長
い
柄え

の
あ
る
根こ

ん
せ
い
よ
う

生
葉
は
、
ふ

ち
が
ゆ
る
く
波
う
つ
鋸き

ょ

歯し

の
あ
る

腎じ
ん

円え
ん
け
い形
で
、
長
さ
が
４
㌢
、
幅
が

３
㌢
ほ
ど
で
す
。
ふ
ち
の
ま
る
い

部
分
の
先
は
凹お

う
じ
ょ
う状
で
葉よ

う
み
ゃ
く脈
の
先
に

黄
土
色
の
突と

っ

起き

物ぶ
つ

が
あ
り
ま
す
。

茎
に
つ
く
葉
は
小
さ
く
互
生
で
す
。

　

ま
だ
寒
い
早
春
の
頃
、
茎
の
先

端
に
径
１
㌢
ほ
ど
の
４
弁
の
白
い

十じ
ゅ
う
じ
じ
ょ
う
か

字
状
花
を
10
個
ほ
ど
短
い
花か

序じ
ょ

に
咲
か
せ
ま
す
。
花
を
も
む
と
ワ

サ
ビ
の
香
り
が
し
ま
す
。

　

冬
に
枯
れ
る
根
生
葉
の
基
部
は

地
ぎ
わ
に
残
り
、
大
き
く
肥
厚
し

ま
す
が
、
そ
の
形
が
養
分
を
貯
め

た
ユ
リ
の
根
の
鱗り

ん
け
い茎
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
百ゆ

り合
山わ

さ
び葵
の
名
が
あ
り

ま
す
。
ワ
サ
ビ
の
仲
間
で
す
が
食

用
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

竹
田
で
は
祖
母
山さ

ん
ろ
く麓
の
ご
く
限

ら
れ
た
場
所
で
し
か
観
察
で
き
な

い
貴
重
な
植
物
で
す
。
大
分
県
の

絶ぜ
つ
め
つ滅
危き

ぐ惧
種し

ゅ

で
す
。
花
期
は
３
月

か
ら
４
月
で
す
。

ユリワサビ（アブラナ科）

第61回

平成21年4月生まれ

「 春
しゅんしゅう

愁」
濡れた石畳には、そこは
かとない陰が纏わりつく。
散りゆく花は、数知れず。

撮影・デザイン /竹蔵 TAKEGURA

平
成
22
年
５
月
に

１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
ま
す
！
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本　　庁　☎ 0974-63-1111
荻 支 所　☎ 0974-68-2211
久住支所　☎ 0974-76-1111
直入支所　☎ 0974-75-2211

岡城桜まつり

　桜・名城 100 選である「岡城跡」を舞台に、江戸
絵巻物を彷彿させる伝統の「大名行列」が開催されま
す。今年の見どころは、ＮＨＫスペシャルドラマ「坂
の上の雲」で廣瀬武夫を好演中の俳優・藤本隆宏さん
が城主役を務めます。当日は、藤本さんのサイン会も
予定しております。また、大友宗麟鉄砲隊による本物
の火縄銃・大筒を使った演武も見どころのひとつ。ご
家族でぜひお出かけください。
　開催日　４月４日㈰　
　◇大名行列　11:30～16:00（10:50出発式　岡城西の丸）
　◇甲冑武者行列　11:35 ～ 14:40（10:50 出発式　岡城西の丸）
　◇大友宗麟鉄砲隊演武　11:25 ～（岡城跡西の丸）
　　14:15 ～（JR 豊後竹田駅前橋上）
　◇岡城桜まつりゲートボール大会 8:30 ～
　　（竹田南部中学校グラウンド）
　◇奥豊後俳句大会　10:00 ～
　　（竹田市総合社会福祉センター多目的ホール）
　◇歴史の道探勝会　9:30 ～
　　（JR 豊後竹田駅～岡城跡）
　◇岡の里手づくり甲冑展・たまご人形大名行列絵巻　　
　　（１日～５月ＧＷ連休明けまで・竹田創生館）
　◇洋画展（１日～・大分銀行竹田支店内）
　◇国指定重要文化財「愛染堂」春の御開帳　３日・４日　9:00 ～ 15:00
　　（願成院本堂愛染堂）拝観料 300 円
　＊シャトルバス運行（中学生以上１回 100 円）9:30 ～ 16:30
　　JR 豊後竹田駅前－豊肥振興局－岡城駐車場－本町　
　－ JR豊後竹田駅前
　●お問い合せ　竹田市観光ツーリズム協会竹田支部
　　☎ 63-2638
　
藤本隆宏さんと歴女とのトークショー
　ＮＨＫドラマ「坂の上の雲」では廣瀬武夫役を俳優・
藤本隆宏氏が演じています。陽明学の知行合一・仁の心
をモットーとしていた廣瀬武夫は女性の憧れの人物でし
た。この機会に全国の歴女の代表者が廣瀬武夫の人間像
に迫ります。
  と　き　４月３日㈯　13:30～15:00 
  ところ　竹田市総合社会福祉センター
　●お問い合せ　廣瀬武夫顕彰会事務局
　　☎0974-62-2955（白井）

第 22回さとうよしみ竹田童謡祭
なのはなといっしょ

↑こどもが主役！今年もみんなで歌いましょう！

　と　き　４月 29日（祝・木）10:00 ～ 12:00
　ところ　竹田市文化会館
　内　容　さとうよしみ合唱団・童謡ファミリーコンサー
　　　　　　ト、Ｔシャツふぁっしょんしょー、影絵など
　入場料　無　料
　●お問い合せ　さとうよしみ竹田童謡祭実行委員会
　　事務局（竹田市中央公民館）　☎ 63-1044

　歴史資料館　　　　　　　　　　　☎ 63-1923
〔開館時間〕9:00 ～ 17:00
〔休 館 日〕月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場
　　　　　　合は開館）
○常設展「田能村竹田と岡藩の絵師たち－」　
　　　　　４月９日㈮～５月 13日㈭２階展示室Ｂ
　　　　　　田能村竹田と淵野真斎・桂僊、森嶰谷、
　　　　　渡辺拈華ら岡藩の絵師たちの作品を紹介し
　　　　　ます。なお、桜まつりに合わせて岡城真景
　　　　　図屏風は４月１日から先行して展示いたし
　　　　　ます。この機会にぜひご覧下さい。

　市民ギャラリー水琴館　　　　　　　☎ 63-2200
〔開館時間〕9:00 ～ 17:00
〔休 館 日〕月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場 
　　　　　　合は開館）
○『花わらび型染め展』
　　　　　3月 20日㈯午後～ 4月 4日㈰
　　　　　　（花わらび　☎ 63-0143）
○『写団ちくでん写真展 『竹田の美を求めて』　
　　　　　４月６日㈫午後～４月18日㈰
　　　　　　写団ちくでんの会員約 20 名が、竹田の
　　　　　四季を探求した写真作品、約 50点を展示。
　　　　　（写団ちくでん　☎ 63-1464）
○『いつのまにか10年 それから10年 川野和男木版画展』
　　           ４月 21 日㈬～５月５日㈬　
　　　　　　版画の創作活動 20 年の節目として、木
　　　　　版画 40点を展示。（川野和男　☎62-2416）
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　竹田市民球場

５/１㈯

①千原台（熊本）－ 竹　田（9:00 ～）

②千原台（熊本）－ 三池工（福岡）（11:30 ～）

③竹　田 － 三池工（福岡）（14:00 ～）

５/２㈰

①延岡工（宮崎）－ 中津工・東（9:00 ～）

②延岡工（宮崎）－ 済々黌（熊本）（11:30 ～）

③竹　田 － 済々黌（熊本）（14:00 ～）

５/３㈪

①九産大九産（福岡）－ 大分西（9:00 ～）

②九産大九産（福岡）－ 日向（宮崎）（11：30～）

③大分西 － 日向（宮崎）（14:00 ～）

　直入球場

５/１㈯

①済々黌（熊本）－ 大分雄城台（9:00 ～）

②済々黌（熊本）－ 日向工（宮崎）（11:30 ～）

③大分雄城台 － 日向工（宮崎）（14:00 ～）

５/２㈰

①延岡星雲（宮崎）－大分雄城台（9:00 ～）

②延岡星雲（宮崎）－ 九産大九産（福岡）（11:30 ～）

③中津工・東 － 九産大九産（福岡）（14:00 ～）

５/３㈪

①大分東明－三池工（福岡）（9:00 ～）

②延岡星雲（宮崎）－ 三池工（福岡）（11：30～）

③延岡星雲（宮崎）－ 竹　田（14:00 ～）

　催　し
英雄寺ぼたん祭り
　岡藩初代藩主中川秀成公が、朝鮮出兵の折に持ち帰った
とされる朝鮮ぼたんは、400年の時を経た今でも春の息吹
とともに開花します。
　と　き　４月20日㈫ 11:00 ～
　ところ　英雄寺（城北町）
　●お問い合せ　英雄寺　☎63-1516

荻神社　ゆたて神楽
　荻神社の春の例祭では、今では珍しくなった「ゆたて
神楽」が行われます。振り撒かれる湯がかかると魔除け、
疫病除け、長寿になると言われています。
　と　き　４月 26日㈪　11:00 神事　13:00 湯たて
　ところ　荻神社境内（荻町新藤）
　●お問い合せ　神社長　☎ 68-3541（斉藤茂）

国際映画上映会「ワルキューレ」（2008年・米・120分）
　ドイツ国内で実行されたヒトラー暗殺計画を描くサス
ペンス・アクション。現在ではドイツの英雄として知ら
れるシュタウフェンベルク大佐をトム・クルーズが演じ
る。実話を基に、非人道的なナチス政権の暴挙に疑問を
抱き反乱分子となったドイツ将校が同志と手を組み、ヒ
トラー暗殺計画に及んでいく過程とその顛末を緊迫感溢
れるタッチで描く。
　第二次大戦下のドイツ。純粋に祖国を愛するが故にヒ
トラー独裁政権へ反感を抱いていたシュタウフェンベル
ク大佐は、やがて軍内部で秘密裏に活動しているレジス
タンスメンバーたちの会合に参加する。そんなある日、
自宅でワーグナーの〔ワルキューレの騎行〕を耳にした
シュタウフェンベルクは、ある壮大な計画を思いつく…
　と　き　４月７日㈬　19:30 ～　
　ところ　直入支所大会議室
　入　場　無　料
　　　　　※このDVD上映は、非営利・無料・無報酬で、
　　　　　　著作権法第 38条に基づき上映されるものです。
　●お問い合せ　国際交流員　グリュツマハー･ゼンケ　
　　☎ 63-4807（竹田市商工観光課）

第１回豊肥地区ベースボールフェスティバル
　豊肥地区の高校が三重総合高校と竹田高校の２校とな
り、高校野球の興味が薄れているのが現状です。そこで、
県内外から参加校を募り豊肥地区の球場を使用して練習
試合を行います。ぜひ、ご観戦にお出掛けください。
　と　き　５月１日㈯～３日㈪　※入場無料
　ところ　竹田市民球場、直入球場、緒方やまびこ球場、
　　　　　大野球場、千歳球場、三重総合高Ｇほか　　
　○大会の主な日程○

　　

　●お問い合せ　大分県立竹田高校野球部（監督・相馬豊樹）
　　☎ 0974-63-3401

　教　室
ドイツ料理教室 「ケーゼヌデルン」
　今回はチーズがたっぷりのケーゼ・ヌデルン（チーズ・
ヌードル）をご紹介致します。玉ねぎ、ベーコン、チー
ズとパスタを使った、ドイツで大人気のグラタンで、南
ドイツからの簡単な家庭料理です。
　日　時　４月７日㈬　10:00 ～
　場　所　久住公民館調理室
　●お問い合せ　国際交流員　グリュツマハー･ゼンケ　
　　☎ 63-4807（竹田市商工観光課）

　募　集
春を彩る「たけたの桜」フォトコンテスト作品募集
１　テーマ
　　竹田市内の「桜」のある風景
２　応募規定
　　（1） 応募資格はプロ・アマを問いません。
　　（2） 応募点数は一人２点以内、単写真に限ります。
　　（3） カラー・モノクロプリント四ツ切～ワイド四ツ切、
　　　　デジタル写真はＡ４判にプリントしたもの。
　　（4）応募料は無料（送料については応募者負担）。
　　（5） 応募作品は応募者自身が創作した未発表のものに
　　　　限ります。デジタルによる合成写真の応募はご遠
　　　　慮下さい。
　　（6） 応募作品の返却はいたしません。
　　（7） 応募作品の公表については、作者の責任において
　　　　被写体（人物構造物等）の許可を必ず得て下さい。
　　　　公表の許諾や作品内容に関する問題には、主催者
　　　　側は一切の責任を負いません。
　　　　　なお、プライバシー侵害や著作権侵害の疑いが
　　　　ある作品については、応募作品を受理しない場合
　　　　があります。
　　（8） 入賞作品の展示、出版物、パンフレット、ポスタ
　　　　ー等への使用権は、特定非営利活動法人竹田市観
　　　　光ツーリズム協会に帰属します。
３　応募票 
　　応募票に作品名、撮影場所、撮影日、住所、氏名、電
　話番号等を記入（作品ごとに必ず明記）ください。のう
　え、応募ネーム（ニックネーム等）による応募も可（必
　ず本名も明記のこと）。※応募票はホームページからダ
　ウンロードできます。
４　応募方法
　　応募票に必要事項をご記入のうえ（1）または（2）と
　同封のうえ竹田市観光ツーリズム協会まで郵送又は直接
　お持ちください。



たけたん情報　平成２2年4月号 ❸

　　（1） カラー・モノクロプリント四ツ切又はワイド四ツ
　　　　切と写真の原板になるネガ
　　（2） デジタル写真はＡ４判にプリントしたものと写真
　　　　データを焼き付けたCD-ROM
     　　　※応募作品の返却希望の場合は160円分切手を
　　　　　　同封の上、郵送または直接お持ち下さい。
５　応募締切り　2010（平成 22年）年４月30日㈮
６　審　査　作品の審査は、審査委員会において行います。
　　審査委員
　　・竹内康訓 （㈳日本広告写真家協会正会員  すたぢお ZERO代表）
　　・宮崎和恵　（おおいたインフォメーションハウス専務
　　　　　　　　　シティ情報おおいた「月刊・セーノ」発行人）
           ほか（五十音順・敬称略）
７　発　表　平成 22年５月下旬を予定。入賞者には直接
　　　　　　通知するとともに、竹田市観光ツーリズム協
　　　　　　会作品ホームページ、大分合同新聞紙面、広
　　　　　　報たけたで発表します。
８　各　賞
　　①最優秀賞１点（賞状、副賞５万円）②優秀賞２点（賞
　　状、副賞２万円）、③審査員賞３点（賞状、副賞１万円）、
　　④佳作10点（副賞「大分桜百景」写真集）⑤特別賞
　　高校、中学、小学生の各部門1点（賞状、図書券）
　　※年齢を問わず審査しますが、高校生、中学生、小学
　　　生の応募作品の中から各１点ずつ特別賞を設けてい
　　　ます。
９　作品の展示　市民ギャラリー水琴館等
　●主催・お問い合せ　竹田市観光ツーリズム協会
　　　〒878-0011　大分県竹田市大字会々2250-1 
　　　☎ 0974-63-0585　FAX：（0974）64-1127   　　
　　　E-mail：info@taketan.jp　
　　　URL: http://www.taketan.jp/

地域審議会委員を募集します
　竹田市では、あったか対話行政の推進を図るため、TOP
懇談会や TOPミーティングを開催してきました。旧市町
の区域ごとに設置している「地域審議会」は、合併協議に
より定められたもので、地域の振興政策に関して市長が諮
問することのできる機関です。地域が抱える課題について、
これまで以上に市民の皆さんと対話・議論し、解決してい
くため、下記により地域審議会委員の募集を行います。市
民の皆さんの積極的なご応募をお待ちしております。
　任　期　 ２年
　応募資格　旧市町（合併前の竹田市・荻町・久住町・直
　　　　　　入町）の区域内に住所を有する18歳以上で、
　　　　　　審議会に出席し、積極的に議論ができる方。
　　　　　　（学生は除く）
　応募方法　企画情報課、各支所のいきいき市民課に備え
　　　　　　付けの応募用紙に必要事項を記入のうえ、郵
　　　　　　送または窓口に提出してください。
　提出先　企画情報課、各支所いきいき市民課
　締切日　平成22年４月30日㈮
　選考方法　応募者多数の場合は、選考会を開催します。
　●お問い合わせ　市企画情報課文化・地域振興室
　　☎63-4801

「おおいた学びの輪」推進事業　受講生募集
　大分県立社会教育総合センターでは、昨年度から「おお
いた学びの輪」推進事業を開講しています。
　この事業では、豊かで活力ある生涯学習社会の形成に向
け、県民一人一人の生涯を通じた学びを支援することによ
り、地域づくりに主体的に参加する人材の育成を図るとと

もに、学校・地域等で学習成果の活用を促進することをめ
ざしています。
　なお、「おおいた県民アカデミア大学」の受講手帳をお
持ちの方は、そのまま利用できます。
　開講期間　平成22年７月～平成23年１月
　講座内容 　・生涯学習支援リーダー養成講座（受講料無料）
　　　　　　・現代学講座（受講料5,000円）
　　　　　　・ふるさと学講座（受講料5,000円）
　募集期限　５月31日㈪まで
　●お問い合せ　大分県立社会教育総合センター
　　☎0977-22-7763

　介護保険
地域密着型サービス指定候補事業者募集
　竹田市では、第４期介護保険事業計画（平成 21年度～
23年度）に基づき、平成 22年度の基盤整備として、下
記の内容で地域密着型サービス提供事業者を公募します。
◎公募する地域密着型サービス事業の種類、開設地域及び
　規模
　・（介護予防）認知症対応型共同生活介護
　　荻地域…………２ユニット（定員18名）
◎応募資格
　・市内に事業所を置く法人
◎応募受付期間
　・平成22年５月14日㈮まで
◎応募要項等詳細については、保険課介護保険係までお問
　い合わせください。
　●お問い合せ　竹田市保険課介護保険係
　　☎63-1111（内線138）

　調　査
単独処理浄化槽実態調査を行います
　近年、生活排水による環境汚染が問題となっていますが、
この対策として、各地で水質汚濁防止のための施策が講じ
られております。
　この一環として、竹田市においても、単独処理浄化槽に
ついての実態調査を実施することになりました。
　この調査は大分県が業者等に委託して実施いたします。
大分県から受託した業者等の調査員が訪問し、単独処理浄
化槽の設置の有無等について調査をいたしますので、ご協
力をお願いします。
　●お問い合せ　大分県廃棄物対策課・一般廃棄物班
　　☎097-506-3126、竹田市環境衛生課  ☎ 62-4821

　年　金
◎国民年金保険料の変更のお知らせ

平成 22年４月から国民年金保険料は
　月額15,100円となります。
　　　　　　　　　　（平成23年３月分まで）
　納め忘れがあると、将来受ける年金が少なくなったり、
年金を受けられなかったりする場合があります。国民年金
保険料は必ず期限内に収めましょう。
　国民年金保険料納付につきましては、便利な口座振替や
お得な前納制度もありますのでご利用ください。
　●お問い合せ　日本年金機構　大分年金事務所　
　　☎097-552-1211
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行 1 ㈭ ・竹田温泉花水月リニューアルオープニングセレモニー　10:30 ～

・こころの健康相談（荻福祉健康エリア）：要予約　13:30 ～ 15:30 ：要予約 （☎ 63-3346）　・菅生郵便局で市の証明書発行スタート

2 ㈮ ・道の駅すごうオープン式典　9:30 ～
・竹田市消防団久住方面隊機能別消防団員発足式　17:00 ～（久住支所）

3 ㈯ ・国重要文化財「愛染堂」春の御開帳10:00 ～ 15:00（～４日）
・竹田市消防団荻方面隊機能別消防団員発足式　13:00 ～（荻支所）

4 ㈰ ・岡城桜まつり　8:30 ～ 17:00 
・竹田市歩こう会「岡城さくら祭り」10:00 ～ 12:00（豊後竹田駅前 10:00 集合）※１

5 ㈪ ・第４回農業委員会総会　14:00 ～ 17:00（本庁３階会議室）　
・荻の里温泉休館日　・竹田温泉「花水月」休館日

6 ㈫ ・おはなしのへや　10:30 ～ 11:00（竹田市立図書館えほんのへや）

7 ㈬ ・ドイツ料理教室　10:00 ～ 13:00（久住町公民館調理室）　・ポリオ予防接種（３か月～ 90か月未満）14:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）
・国際映画上映会『ワルキューレ』　19:30 ～ 21:30（直入支所大会議室）　・陽目の里「名水茶屋」休業日

8 ㈭ ・県立芸短大竹田キャンパス開所式　10:00 ～ 14:00
・歎異抄を読む会 15周年記念『甘茶で花祭り』13:30 ～ 15:00（仏厳寺）問☎ 63-0423

9 ㈮ ・おも城サイトミュージアム　13:00 ～（岡城跡駐車場）※要予約：文化財課　☎ 63-4818

10㈯ ・道の駅竹田改装オープンセレモニー　9:00 ～ 12:00 
・さとうよしみ合唱団練習日　13:00 ～ 14:30（竹田市中央公民館音楽室〕）

11㈰ ・豊肥子牛市場　9:30 ～ 12:00 

12㈪ ・豊肥子牛市場　9:30 ～ 12:00 　・荻の里温泉休館日
・竹田温泉「花水月」休館日

13㈫ ・おはなしのへや　10:30 ～ 11:00（竹田市立図書館えほんのへや）

14㈬ ・おはなしルーム　13:20 ～ 14:00（竹田市立図書館えほんのへや）　・ポリオ予防接種（３か月～ 90か月未満）14:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）
・平成 22年度労働行政説明会 14:00 ～ 16:00（エイトピアおおの小ホール）　・陽目の里「名水茶屋」休業日

15㈭ ・行政相談　10:00 ～ 12:00（荻支所）

16㈮
※行政相談に関するお問い合せは行政相談員まで（小河晴義　☎ 62‒3662、太田正一　☎ 68‒2480、渡辺善照　☎ 77‒2067、斉藤義昭　☎ 75‒2692）

4月
2010年

　陽目の里名水茶屋・キャンピングパークは、
４月６日から営業開始！
　国の登録記念物の「白水の滝」や大野川源流
の素晴らしいロケーションと竹田で採れる新鮮
な食材でおもてなしいたします。
　営業時間　9:00 ～ 18:00　
　定休日　毎週水曜日
　問 ☎ 0974-68-2210　

　

リニューアルオープン
　うれしい朝風呂（4/2 より）

市民に愛される花水月をめざして
４/１
㈭

竹田温泉花水月

曜日 ２階主浴
１階家族湯

男　女　別 家族湯
日 11:00 ～ 22:00 6:00 ～ 9:00 11:00 ～ 21:00
月 休　　　　館　　　　日
火 11:00 ～ 22:00 6:00 ～ 9:00 11:00 ～ 21:00
水 11:00 ～ 22:00 6:00 ～ 9:00 11:00 ～ 21:00
木 健  康  教  室 11:00 ～ 21:00 －
金 11:00 ～ 22:00 6:00 ～ 9:00 11:00 ～ 21:00
土 11:00 ～ 22:00 6:00 ～ 9:00 11:00 ～ 21:00

■営業時間案内

●お問い合せ　竹田温泉花水月　☎ 64-1126　
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17㈯
18㈰ ・郷土の自然に親しみ観察をする会「越敷岳のツクシアケボノツツジ」（文化会館 8:00 集合）※２

・安心マタニティ　受付 9:00（竹田市総合社会福祉センター）　・家庭の日

19㈪ ・荻の里温泉休館日　・竹田温泉「花水月」休館日

20㈫ ・竹田市歩こう会「おがたチューリップフェスタ」（豊後竹田駅前 9:00 集合）※１
・おはなしのへや　10:30 ～ 11:00（竹田市立図書館えほんのへや）　・英雄寺ぼたん祭り　11:00 ～（英雄寺）

21㈬ ・行政相談　10:00 ～ 12:00（竹田市総合社会福祉センター／久住支所１階会議室／直入支所小会議室）　・年金相談 (竹田市高齢者いきいき交流センター）　8：30受付　10:00 ～ 15:00　問日本年金機構大分年金事務所　☎ 097-552-1211　・３、６、12か月児健診 　13:00 ～ 13:20〔受付〕
（竹田市総合社会福祉センター）　・大分県行政書士会無料相談会　13:00 ～ 16:00（大分県行政書士会〔大分市〕）　・こころの健康相談　13:30 ～ 15:30（直入保健福祉センター）：要予約 （☎ 63-3346）・ブックスタート 14:00-15:00（竹田市総合社会福祉センター）　・陽目の里「名水茶屋」休業日

22㈭ ・こころの健康相談　13:30 ～ 15:30（久住保健センター）：要予約 (☎ 63-3346)

23㈮ ・おも城サイトミュージアム　13:00 ～（岡城跡駐車場）※要予約：文化財課　☎ 63-4818

24㈯ ・第 17回 B＆G直入カップバレーボール大会　9:00 ～ 15:00（Ｂ＆Ｇ直入海洋センター体育館）
・さとうよしみ合唱団練習日　13:00 ～ 14:30（竹田市中央公民館音楽室〕）

25㈰ ・大分合同新聞社旗争奪第 42回荻地域自治会対抗ソフトボール大会　9:00 開会式（荻小学校グラウンド）

26㈪ ・献血　10:00 ～ 16:00（竹田市総合社会福祉センター）　・ゆたて神楽　11:00 ～ 15:00（荻神社）　
・荻の里温泉休館日　・竹田温泉「花水月」休館日

27㈫ ・おはなしのへや　10:30 ～ 11:00（竹田市立図書館えほんのへや）
・こころの健康相談　13:30 ～ 15:30（竹田市総合社会福祉センター）：要予約（☎ 63-3346）

28㈬ ・１歳６か月児健診　13:00 ～ 13:20〔受付〕（竹田市総合社会福祉センター）
・陽目の里「名水茶屋」休業日

29㈭ 昭和の日
・第 22回さとうよしみ竹田童謡祭　10:00 ～ 12:00 （竹田市文化会館）

30㈮

月　間

その他

・春の全国交通安全運動（4/6 ～ 4/15）
・緑の募金（～ 5/31）、みどりの月間（15日～５月 14日）
・5/1 ㈯～ 5/3 ㈪　高校野球フェスティバル（竹田市民球場・直入球場）
・5/4 ㈫　竹田高等学校器楽部定期演奏会　 17:00 ～（竹田市文化会館）

※１　お問い合せ　竹田市歩こう会　☎ 62-2501（山本会長）
※２　お問い合せ　岡の里事業実行委員会　☎ 63-4100（竹田創生館）

○保育所・保育園　　１日㈭　都野保育所、あさひヶ丘保育園
　　　　　　　　　　　　　　久住保育所
　　　　　　　　　　２日㈮　竹田保育所、白丹保育所、荻保育所、
　　　　　　　　　　　　　　小羊保育園、玉来保育園
　　　　　　　　　　３日㈯　なおいり保育園

○幼稚園　　　　　　７日㈬　しらゆり幼稚園
　　　　　　　　　  13 日㈫　竹田幼稚園、南部幼稚園、直入幼稚園　

○小学校　　　　　  12 日㈪　竹田小学校、岡本小学校、豊岡小学校、
　　　　　　　　　　　　　　南部小学校、祖峰小学校、菅生小学校、
　　　　　　　　　　　　　　宮城台小学校、城原小学校、荻小学校、
　　　　　　　　　　　　　　白丹小学校、久住小学校、都野小学校、
　　　　　　　　　　　　　　直入小学校　

○中学校　　  　　  　９日㈮ 　竹田中学校、竹田南部中学校、
　　　　　　　　　　　　　　緑ヶ丘中学校、久住中学校、
　　　　　　　　　　　　　　都野中学校、直入中学校　　

○高　校　　　　　   ９日㈮　竹田南高校、竹田高校、三重総合高校久住校

○養護学校　　　　　12日㈪　県立竹田支援学校

４月 入園式・入学式
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　助　成
はり、きゅう、あん摩マッサージ指圧施設の
利用助成（施設利用証交付）します
　はり、きゅう、あん摩マッサージ指圧の施術に対して、
助成制度があります。
　対象者　満年齢 70歳以上の方、又は身体障害者手帳を
　　　　　有している場合は65歳以上の方。
　助成内容　１人につき年６回以内で、施術１回につき
　　　　　　1,000円の施設利用証を利用できます。
　申込方法　福祉事務所又は各支所いきいき市民課に備
　　　　　　付の申込書に記入押印ののち、施設利用証を
　　　　　　交付します。身体障害者手帳を所持している
　　　　　　方は手帳の提示をお願いします。
　●お問い合せ　竹田市福祉事務所福祉係　☎63-4811
　　　　　　　　荻支所いきいき市民課　　☎68-2213
　　　　　　　　久住支所いきいき市民課　☎76-1113
　　　　　　　　直入支所いきいき市民課　☎75-2213

在宅高齢者及び重度障がい者の方の住宅改造
を助成します
　在宅高齢者及び重度障がい者の方の身体機能の低下や
身体機能障がい等による在宅生活における不便や危険を軽
減するため、住宅改造費の助成制度があります。
　対象者
　《在宅高齢者》
　・原則として要介護認定を受け、要支援以上の判定を受
　　けた高齢者のいる世帯
　・所得税世帯合計額が14万円以下の世帯
　《在宅重度障がい者》
　・重度障がい者（身体障害者手帳１、２級・療育手帳Ａ
　　１、Ａ２・精神障害者保健福祉手帳１級の方）のいる
　　世帯
　・所得税世帯合計額が14万円以下の世帯
　申込方法
　　４月30日㈮までに福祉事務所福祉係へ必要書類（申
　請書・個別調書・見積書・現場見取図・現況写真・補助
　金申請用税務証明書）を提出してください（事前着工不
　可）。　
　●お問い合せ　竹田市福祉事務所福祉係　☎63-4811

　地デジ
竹田中央デジタルテレビ中継局が開局しました
　2011 年７月の地上デジタル放送への完全移行に伴い、
新たに竹田中央デジタルテレビ中継局が 3月 31 日開局
しました。
　この中継局は、竹田市街地を主なエリアとしており、
現在、アナログ放送を行っている竹田会々テレビ中継局
（商工会館上）が、同所でのデジタル改修が困難なことか
ら、県内放送局が、仏舎利塔の横にデジタル中継局を新
たに共同建設したものです。
　現在、竹田会々テレビ中継局でアナログテレビ放送を
ご覧の皆様が、今後デジタル放送を受信する場合、多く
の世帯でアンテナの方向等の調整が必要となります。
　なお、ケーブルテレビでデジタル放送をご視聴の世帯
については、そのまま引き続きご覧いただくことができ

ます。
　●お問い合せ　竹田市企画情報課　☎ 63-4801

　国民健康保険
“倒産・解雇などによる離職”（特定受給資格者）
や “雇い止めなどによる離職”（特定理由離職者）
をされた方へ

　
 平成 22 年 4月から　　　      
　 国民健康保険税が軽減されます。

　対象者は？
　　離職の翌日から翌年度末までの期間において、
　　（1）雇用保険の特定受給資格者（例：倒産・解雇など
　　　　による離職）
　　（2）雇用保険の特定理由離職者（例：雇い止めなどに
　　　　よる離職）
　　として失業等給付を受ける方です。
　軽減額は？
　　　国民健康保険税は、前年の所得などにより算定され
　　ます。軽減は、前年の給与所得をその30/100とみな
　　して行います。
　軽減期間は？
　　　離職の翌日から翌年度末までの期間です。
　　　　※雇用保険の失業等給付を受ける期間とは異なります。
　　　　※国民健康保険に加入中は、途中で就職しても引き続き対象
　　　　　となりますが、会社の健康保険に加入するなど国民健康保
　　　　　険を脱退すると終了します。

　制度が始まる前の失業は対象外ですか？
　　　制度が始まる前１年以内（平成21年３月31日以降）
　　に離職された方は、平成 22年度に限り国民健康保険
　　税が軽減されます。
　　　※ただし、平成 21年度の保険税は対象になりません。ご了
　　　　　承ください。

　該当する方は「雇用保険受給資格者証」をご持参の上、
保険課または各支所いきいき市民課で申請してください。
詳細については下記までお問い合わせください。
市保険課  国保・高齢者医療係　（内線 135・136）
市税務課  課税係（内線 125・126）

　相　談
『法テラスの日』記念無料法律相談会
　法テラス（日本司法支援センター）は、「総合法律支援法」
に基づいて平成18年４月10日に設立された公的法人で
す。この度設立４周年を記念して、弁護士・司法書士によ
る無料相談会を行うこととなりました。事前予約が必要と
なりますので、ご希望の方は法テラス大分まで「４月16
日の記念無料法律相談会の予約をしたい」と電話でお申出
てください。
　日　時　４月16日㈮　13:00 ～ 16:00
　場　所　エイトピアおおの（豊後大野市三重町内田878）
　相談の種類
　　一般相談（離婚、相続、損害賠償、金銭トラブル、不
　　動産などの民事全般）、クレジット・サラ金相談
　予約受付期間　４月15日㈭まで
　●お問い合せ　法テラス大分（日本司法支援センター
　　大分地方事務所）　☎050-3383-5520
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竹田市地域包括支援センター（社会福祉協議会内）☎ 64-0310

荻地域総合相談支援センター（福祉エリア内）　　☎ 68-3050

久住地域総合相談支援センター（久住荘内）　　 　☎ 76-1526

直入地域総合相談支援センター（保健センター内）☎ 75-2228

竹田市在宅介護支援センター（悠々居）　　　　　☎ 63-3668

福祉の相談に応じます！
　いつまでも地域で暮らしていくために、福祉に関する相
談や悩みに各地域で専門の相談員が丁寧に相談に応じま
す。また、地域の困りごとの把握を行い関係機関と連携し
て解決に向けて取り組みます。
　どんな些細なことでも気になることがありましたら情報
をお寄せください。
　●お問い合せ　

　

　建　築
土木事務所の建築関係業務の窓口が変更に
なりました
　４月から建築確認、建築士事務所登録、宅建業免許、開
発行為の許可等の窓口が豊後大野土木事務所へ変更になり
ました。詳しくは豊後大野土木事務所企画調査課建築住宅
班（☎0974-22-1056）までお問い合せください。

　生涯学習
平成 22年度「竹田市高齢者大学」受講生募集
　生涯学習課では、概ね65才以上の学習意欲のある高齢
者を対象に、時事問題や一般教養、健康や文化に関する学
習会を毎月１回開催しています。
　竹田・荻・久住・直入の地域ごとに４つの学級があり、
年間３回合同学習会を行います。 
　受講を希望される方はお電話でお申し込みください。
　開講式　５月20日㈭予定
　締切り　４月20日㈫まで
　●申込み・お問い合せ
　　竹田市教育委員会生涯学習課　☎63-4817
　　荻公民館　☎68-2025
　　久住公民館  　☎ 76-0717
　　直入公民館　  ☎ 75-2240

　消費・生活
消費者相談窓口業務が市民課に移転します
　消費者相談窓口では多重債務や悪質商法等のトラブルに
対して、解決に向けての助言や専門機関の紹介を行ってい
ます。
　これまで竹田市商工観光課で行ってきた消費者相談窓口
業務が、４月１日より本庁市民課へ移転します。ご来庁の
際はお間違えのないようご注意ください。
　●お問い合せ　竹田市役所市民課（本庁）
　　☎63-4804　（月曜～金曜日・8:30 ～ 17:00）
　　消費者ホットライン　☎0570-064-370
　　◎大分県消費生活・男女共同参画プラザ（アイネス）
　　☎097-534-0999

　求　人　ハローワーク豊後大野竹田職業相談室　☎ 63-1101

①建築技術者１人 20.0 ～ 33.0 万　②フロント１人 16.0
万　③支援員２人 16.0 万　④正・准看護師１人 15.0 ～
22.0 万　⑤保育士１人 12.0 ～ 14.0 万　⑥ケアマネージ
ャー１人 17.0 ～ 26.0 万　⑦美容師１人 11.0 ～ 12.0 万
⑧土木作業員１人 16.0 ～ 27.0 万　⑨タクシー乗務員１
人14.0～20.0万　⑩作業員１人14.0～20.0万　⑪販売・
接客・園芸２人 14.0 ～ 15.0 万　
〔パート求人（時給）〕
⑫ホール係１人 1,000 円　⑬厨房員３人 650 ～ 700 円
⑭接客係１人 650 円　⑮ホームヘルパー１人 1,200 ～
1,450 円　⑯接客及び調理補助１人 631 ～ 700 円　⑰サ
ービススタッフ２人 700 ～ 800 円　⑱惣菜調整工２人
700 円　⑲清掃作業員１人 631 円　⑳レジ担当５人 750
円　㉑調理補助・洗い場４人 650 円

ここから、はじまる、ひろがる。
　パソコン教室の生徒募集 !
公民館でインターネット体験講座を開催します。
ケーブルネットワークを活用した高速インター
ネットを体験しませんか？
パソコンを現在持っていない方も公民館
で用意していますので、気軽にご参加く
ださい。
問い合わせは ､下記まで。
竹田市中央公民館　☎ 63-1044
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当番日 医療機関 電話番号

4 月　4日㈰ 竹下歯科医院（竹田） 0974-62-2662
4 月　11日㈰ たけした歯科医院（竹田） 0974-63-3212
4 月　18日㈰ 歯科筑紫医院（久住） 0974-76-0024
4 月　25日㈰ ふじさわ歯科医院（竹田） 0974-64-1118
4 月　29日㈭ まつもと歯科クリニック（竹田） 0974-62-2400
5 月　2日㈰ 竹田市荻歯科診療所（荻） 0974-68-3263
5 月　3日㈪ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001
5 月　4日㈫ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001
 　5月　5日㈬ 高山歯科医院（竹田） 0974-63-2561

当番日 医療機関 電話番号

4 月　3日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

4 月　4日㈰ 公立おがた総合病院 0974-42-3121

4 月　10日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

4 月　11日㈰ 公立おがた総合病院 0974-42-3121

4 月　17日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

4 月　18日㈰ 大分県立三重病院 0974-22-7700

4 月　24日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

4 月　25日㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
4 月　29日㈭ 大分県立三重病院 0974-22-7700

5 月　1日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

5 月　2日㈰ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
5 月　3日㈪ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
5 月　4日㈫ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
5 月　5日㈬ 大分県立三重病院 0974-22-7700

※竹田医師会病院でも電話で相談いただき、可能な場合
　は診療します。

小児科外来休日当番院

受付時間　8:30 ～ 11:30（こども診療所は 9:00 ～ 11:30）
診療時間　9:00 ～ 12:00
※土曜日については、上記以外にも診療を行っているところがあります。

○公立おがた総合病院　http://ogatahp.ddo.jp/
○みやわき小児科　　http://www.miyawaki-kodomo.com/
○大分県立三重病院　http://www.oita-miebyo.jp/
○豊肥保健所　　　　http://www.pref.oita.jp/12086/
○竹田市立こども診療所　http://www.city.taketa.oita.jp/

歯科休日当番医院

※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151    http:www.oita- 
　dental-a.or.jp/
受診時の注意　当番院は、やむを得ず変更になる場合があります。
あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 63-0119）にお電話で確認され
るようお願いします。また、院外薬局が休みの場合は、あらかじめ用意さ
れた約束処方となることがありますので、ご了承ください。

　竹田の話題がまるごと観られるのはＴＣＴだけ !! 今後とも
ご愛顧のほどよろしくお願いします。

◇たけた市民チャンネル特番
・『農業土木遺産を活かした
　                まちづくりフォーラム』
　４月 10日㈯、
　　　 17日㈯、
　　　 24日㈯、
　５月  1 日㈯
     16:00 ～ 18:30

　3 月 7日㈰に、総合社会福祉センターで行われた、フォーラムの
模様をお届けします。東京大学中井准教授による講演、東大生によ
る研究発表、トークセッション等を特番にてお届けします。

・『阿蘇くじゅう観光圏シンポジウム』

　　　　　　　　　　　　　　　　　４月 11日㈰、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18日㈰、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25日㈰、
　　　　　　　　　　　　　　　　　５月  ２日㈰
　　　　　　　　　　　　　　　　13:30 ～ 15:00
　3月 13 日㈯に、総合社会福祉センターで行われた、シンポジウ
ムの模様をお届けします。『九州新幹線全線開通で阿蘇くじゅうは
どう変わる？』と題して行われたパネルディスカッションを特番に
てお届けします。

◇自主放送番組
　『たけたホッとタイムス』（毎週金曜13時更新）
　竹田の話題をお届けする「ふるさとトピックス」や、ゲストを招
いてイベント情報をお聞きする「ふるさとインフォメーション」、
将来の竹田を担う子どもたちを紹介する「竹田げんきッズ」等、ホ
ッとな竹田をたっぷりお届けします！

　　　　第 34回（4/2 ～ 9）
　　　　第 35回（4/9 ～ 16）
　　　　第 36回（4/16 ～ 23）
　　　　第 37回（4/23 ～ 30）
　　　　第 38回（4/30 ～ 5/7）
●お問い合せ　竹田市ケーブルネットワークセンター　☎76-1415

たけたケーブルテレビ

放送日

放送日

放送日

休日及び夜間の在宅当番医
大久保病院　☎ 64-7777

受付時間　平日夜間　18:00 ～ 21:00
　　　　　土 曜 日　13:00 ～ 21:00
　　　　　休　　日　  8:30 ～ 21:00
注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだ
　　　　　　けそこで診てもらうようお願いします。
　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院
　　　　　　へ電話連絡したうえで受診をしてください。
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